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食品検査係の 5係制で発足。

昭和24年6月 1日|庶務係，細菌検査係，化学試験係，病理臨床試験係， 1 所長 倉持恭一衛生部長

事務取扱

昭和29向 1日l血糊行川え 6係山るo

昭和31年 1月25日|青森県衛生研究所弘前出張所を設置する O

昭和25年 2月10日

山本耕一所長

昭和32年6月 1日|青森県血液銀行設置に伴い衛生研究所弘前出張所及|昭和32年12月 1日

木下嘉一所長び血液銀行係を廃止する O

昭和33年5月 1日 l処務規程の全面改正により，庶務係，試験検査係と

|なる O

昭和34年 3月 3日|試験検査係を細菌病理臨床試験係，化学食品検査係

に改め 3係制となる O

昭和39年 4月 1日 l庶務室，微生物科，理化学科の 1室 2科となる O

昭和43年 3月25日|青森県保健衛生センタ一合同庁舎完成し移転。

一4月 1日一一一3…。
昭 和叩月 1日 l科制を課制に改めるo

昭和49年4月 1日|公害調査事務所設置に伴い公害課は廃止される O

昭和54年 5月 1日[

昭和34年 8月20日

i 秋山有所長

青森市大字造道字沢田

(現庁舎)

昭和44年 4月 1日

山上豊日所長

昭和47年 9月1日

山本耕一所長

昭和54年 5月 1日

秋山有所長



組織及び分掌事務

I {，r;¥. eIk 3H  I i-1 .庶務に関すること O

一|総務課 1-
1-2.統計報告に関すること。

-1.病原となる細菌，原虫及び真菌の試験研究に関する

こと O

-2.病原となるウイルス及びリケッチャの試験研究に関

すること O

3.血清学的試験研究に関すること O

1 ffl * l-j?X * 1-1-1 ~~~~ 1-1=: 環境衛生に係る微生物学的試験研究に関することo一一一一「一~ 1_1_1 ~ 1+ Mn3a 1_1 
所 長 -1玖 λ」ll微生物品 1-5 食品衛生に係る微生物学的試験研究に関すること O

-6.寄生虫及び衛生動物の試験研究に関すること O

-7.臨床病理の試験研究に関すること O

-8.微生物学的試験の技術指導に関すること O

l-9実聞の一村こと

-10.先天性代謝異常検査等に関すること O

1 .医薬品，衛生材料，香粧品等の試験検査に関するこ

とO

2.飲食物及び添加物の試験検査に関すること O

-3.食品器具器材の試験検査に関すること O

-4.温泉及び鉱泉の試験検査に関すること O

型空-1-5 飲料水の試験問こ関することo

-6.その他理化学的試験調査及び研究に関すること O

-7.理化学的試験の技術指導に関すること O

-8.生活労働環境に関する調査研究に関すること O

-9.下水，し尿消化槽 浄化槽等の汚水の試験研究に関

すること O
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職員の配置
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業務概要

微生物課

細菌，ウイルス，血清学的検査，及び先天性代謝異常

検査の依頼検査並びに調査研究業務を行った。

表 1 昭和56年度依頼検査

1.依頼検査

(1) 一般依頼検査として学校等給食調理従事者等の腸

内細菌検査，医療機関からの風疹検査，食品衛生法

に基づく食品加工製品の検査，水質検査の細菌検査

を行ったO その内容は表 1のとおりである。

i依頼検体数 1

検査種別 |一一一一一一一一一~I 検 体の 内訳 等と 成績
1一般 1行政 l

糞 便 検 査 I 2，6幻| 51 赤痢菌検査 (2，6仇 チフ ス菌 検査(2)，コレラ菌検査(3)，コレラ菌
I L-， UL-I J i 検査は海外旅行者におけるもので表2参照

腸チフス菌(3)，パラチフスA菌(2)，パラチフス B菌(1)，ピブリオコ
細菌同定検査 3I 11 I レレー非01(1)，サルモネラ(3)，腸炎ビブリオ(3)，コリネパクテリウ

ム(1)

梅毒検査 7)陽性1
清涼飲料水(1)，魚肉ねり製品同，弁当(3)，穀紛類(9)，凍結卵(2)，そ

食 品 検 査 42I うざい(7)，めん類(2)，豆類の加工品(2)，これらのうち大腸菌群陽性
I 15，黄色ブドウ球菌陽性 1

食中毒検査 2861 受付事例数以本文のノートの項参照 一一一一一

簡易水道 (231) ，海水・河川水(8)，し尿放流水 (115)，清掃工場
水 質 検 査 414!水側，これらのうち簡易水道の大腸菌群陽性27(11.7%) ，一般細

菌数不適格16(6.9%) 

風疹検査 1 14仁川1i 

感染症サーベイランス
関係検査
(1)検査定点 51 ウイルス性脳炎(1)，乳幼児幅吐下痢症(2)，インフルエンザ様疾患(2)

(2)その他(含患者定 141急性出血性結膜炎(凡流行性結膜炎(1)，インフルエンザ様疾患(6)
点)の医療機関 .1"l I 

先天性代謝異常検査 1 20，6931 本文のノートの項参照

クレチン症検査(委託) 120，031 )本文のノートの項参照

そ の 他 l_31 土壌中の大腸菌群数計数検査(3)

(2) 行政依頼検査の大半は県内保健所よりの依頼で，

食中毒等検査，風疹検査が主である O 感染症サーベ

イランス検査は，定点となる医療機関より保健所を

経由して依頼される O また，先天性代謝異常等検査

表 2 海外旅行者の細菌検索成績

検査年月日 者名 i性川年齢 l住 所

昭 57.2. 21 s. T. 

[女 il" s. S. 女 38 " 

" s.孔1. 女 40 I " 

旅

は県内の医療機関から依頼されている O 内容は表 1

のとおりである O 海外旅行者の下痢症については表

2に示す。

行 先 分 離 菌

ホンコン・バンコク レモ (~ ゆ ld)サノ 不ラ S aneltum 

" 腸炎ピブリオ (K5 : 03) 

" 腸炎ビプリオ (K5 : 03) 

4 -



2. 調査研究

(1) 昭和56年度インフルエンザ流行予測感染源調査

昭和56年度の全国におけるインフルエンザウイル

スの流行はB型インフルエンザウイルスと A香港型

(E-J:，N"z型〉が混合流行し，さらにAソ連型 (H1Nl型〕

の局所的な流行がみられたが，流行の主流はB型イ

ンフルエンザウイルスであった。

青森県におけるインフルエンザの流行は 1月から

始ったが，流行の主流はA香港型であった。

本調査期間中(昭和国年 4 月 ~6 月， 10月 ~12月，

昭和57年 1 月 ~3 月) ，採取うがし、液64より A香港

型 9~朱， B型インフルエンザウイルス 1株の計10株

のインフルエンザウイルスを分離した。

血清診断のため得られたベア血清一は54で， ワクチ

ン株で有意、の上昇を示したのはA/Bangkok/1 /79 

は 6/54，B/Singapore/222/79は 1/54で， A/熊

本/37/79に対しては有意の上昇を示さなかった。

また分離株に対してはA/青森/3/82は10/44，B/青

森/1/82は 1/36であった。

(2) 鳥類からのインフルエンザウイルスの分離

カモ及び白鳥からインフルエンザウイルスを分離

する目的で1981年 9 月 ~11月(カモ) ， 1982年 1月

(白鳥)にカモ 168羽の咽頭及び総排社口から，又

白鳥は糞便38より検体を採取しウイルス分離を試

みた結果，カモより 32株のウイルスが分離された

が?白鳥からは分離されなかった。分離株をHI(赤

血球凝集抑制)試験，及びNAI(ノイラミダーゼ、抑

制)試験で同定した結果，パラインフルエンザ、ウイ

ルスであるNDVが10株 duck/Hongkong/匂-3

/75，株であった。又，インフルエンザ、ウイルス

はHaV7Nav'J TIE型14株， Hav7 Nav5 司王型 1株，

Hav(j Nz亜型 2株，Havg Nz亜型 1株であった。

残り 3株は現在同定中である O

(3) 日本脳炎感染源調査

昭和 56年 7月から 9月まで， 県内 2屠市場(青

森，八戸)の屠殺豚を対象に， 本調査をおこなっ

た。検査法は亦血球凝集抑制(凹〉試験により，抗

原は市ー販のJaGAr:j:t01株を用いた。総数200検体中

青森属高場のH1lj而1: 10， 1 : 80のそれぞれ 1例，八

戸屠音場の 1: 320， 1例を除き，他はすべて 1: 10 

以 Fであった。抗体価 1: 80， 1 : 320の2例につい

て2メルカプトエタノール処理を行ったが抗体価に

変動はみられなかった。

(4) 単純へルベスウイルス (HSV)免疫家兎血清にお

ける受身溶血 (PHL)抗体のNj長 -ProteinAに

よる家兎，及びヒト血清からのIgM抗体の検出-

(別項記載)

(5) 青森県におけるオウム病CF抗体保有状況

(別項記載〉

(6) 青森県における食中毒起因菌の分布に関する調査

研究

本県における原因不明食中毒の解明率向上並びに

食中毒防止の基礎的資料を得る目的で，昭和55年 6

月から 4ヶ年の継続事業として本調査研究を行って

いる O 昭和56年 6月から昭和57年 5月までは胃腸炎

患者下痢便366件，市版食肉100件，河川水70件，河川

泥68件について調査を行った。市販食肉についての

成績は所報No.18の資料の項，その他の検体について

の成績は本所報(陥，.19)の調査研究部門の項を参照。

(7) 陸奥湾産ホタテ貝における腸炎ビプリオ分離調査

昭和56年夏における本県での腸炎ピブリオ食中毒

の多発に伴い，昭和56年 8月25日から 9月14日にか

けて陪奥湾産のホタテ貝をを対象に腸炎ピブリオ及

び大腸菌群の汚染状態を調査した。成績は所報No.18

の調査研究部門の項を参照。

3. 教育研修

(1) 研修

保健所検査技術者研修を昭和57年12 日 ~13日の 2

日間，次のテーマにより実施した。

。最近における伝染病について(秋山衛生研究所

長〉

O チフス菌及び赤痢菌の簡易同定法について(豊川

主任研究員)

O チフス菌と赤痢菌の同定法についての実習

(2) 教育

青森県立青森高等看護学院に非常勤講師として，

徴生物学を講義した。

旦川主任研究員(1科)

佐藤主任研究員(1， 2科)

大友技師 (2科)

H 理化学課

理化学課の主な業務は食品， 食品添加物， 上水， 下

水，河川水，温泉，家庭用品および医薬品などの理化学

的試験研究である O

1.依頼検査

(1) 一般依頼検査

イ.食品および食品添加物等検査(表 1参照〕

食品中の食品添加物の試験検査の依頼が最も多

く，次いで，食品中の重金属分析，栄養分析などで

あったが，重金属分析の増加傾向が注目される O

ロ 水質検査(表 2参照)

水質関係は市町村水道事業者からの依頼による

全項目検査，廃棄物処理施設の放流水検査，およ

び新たに湧出した温泉の鉱泉分析が主なものであ

る口全項目検査のうち，浄水検査で、は，その20.6

%にあたる19件が水質基準に適合せず，主な不適

項目は，色度，濁度，鉄含有量であった。放流水

- 5-



は若干の施設のBOD値を除き，すべて基準に適合

していた。また， 56年度に鉱泉分析を行った温泉

を泉質別にみると，ナトリウム一塩化物泉が最も

多く 21源泉 (62%)，次いで単純温泉10源泉 (29

%)であった。

表 1 食品および食品添加物等の検査

検査種目[件数|検査項目 l 検

43 

1'"1r)¥ ...)" ，.'~.../IH1-M ~ー ! かまぼこ，さきいか，
料 (13) ソルピン酸，京思香酸 | くんせい，漬物他

(1 n¥ タール色素，クロロフィル | かまぼこ，もろみ，
着 色 料 (10) ラッカイン酸 さつまあげ他

漂 白 料 (8) I 亜硫酸 |漬物

--.l..l.- ....L.. 11 .../ サイダー，かまぼこ，
甘 味 料 (11) サッカリン |もろみ，さつまあげ他

発 色 料 (1)亜硝酸 |酵素飲料

栄 養 分 析 I 6 l協ヒ属 分脂肪蛋白質 […ヵがこフライ

食品中の重金属等 14 I 総水銀，鉛，カドミウム貝類，漬物，酵素飲料
亜鉛，銅，ヒ素，シアン 1 

食 品中の残留 農薬 1 1 (町 DDT ドリン斉|1 1 りんごジュース

清涼飲料水規格検査 I 1 lスズヒ素鉛川 […ビン1000

フェオホルホパイド
そ の 他 4 I 有効塩素 i加工食品，殺菌料

計 69

体

食品 添加物

保 存

表 2 水質検査

ρ同平
(項目数)

全項目検査 原水 l (24;i5;〉 i 硝酸性亜硝酸性窒素，塩鯨素イオン入，過マンガン酸カリウム

浄水 l (di〉 | 消費量，硬度，蒸発残留物， pHその他

上 水ト一一一一一← 一→

トリノ、ロメタン | 

iその他|

公共用水 l河 川 水 173 I鉛，カドミウム，ヒ素， BOD， CO∞D他

lし尿放 流 水 54

排 水!ごみ処理放流水| 凶 ! pH， S S， B 0 D， C 0 D，塩素イオン透視度他

l埋立地排水 90

.j.C 34 
1 鉱泉 分 析 | | 

温 泉)j1A 7J，- /J 'v 1 (10勾) I 陽イオン，陰イオン，遊離成分他

l小分 析 l u|  
I 'j' /J '111 55) I 

そ の 他 I 17 I ナトリウム，カルシウム，マグネシ竺中

l 1329 

検 査 種 目 項 日

4 
(16) 

クロロホルム，ブロモホルム，ブロモジクロロメタン他

129 残留塩素，色度他

言十
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その他

家庭用洗剤中の有害性物質の検査 2検体 (12項

目)を行った。

(2) 行政依頼検査

主に県環境衛生課の依頼によるものである。

イ.食品および食品添加物等検査(表 3参照)

食品関係はほたて貝毒検査，夏期・年末年始一

斉取締りに基づく収去食品の検査，および食品中

の残留農薬などの有害性物質の検査である O

ほたて貝毒検査は赤潮特沫プランクトン予察調

査の 4 環として 53年度から実施しているもの

で， 56年度も引き続き，むつ湾内の青森，野辺地

海域の 2地点についてホタテ貝，ムラサキイガイ

表 3 食品および食品添加物等の検査

の下痢性貝毒を測定した。その結果，青森では 7

月中旬をピーク (3.2MU/g)に4月末から 8月末

まで検出され，毒力低下が緩慢な野辺地では 7

月中旬をピーク (5.0MU!g)に4月末から10月中

旬まで毒力が検出された。又麻痔性貝毒について

も，月 2回測定したが，規制値 4MU!gを超える

ものはなかった。

収去食品検査はプロピレングリコーノレ，タール

色素，TIli硝酸，ソルビン酸などが主で，検査食品

139件中違反食品は 6件 (4.3%)であった。又こ

れらはすべてラーメン， ギョウザ(皮のみを含

む〉にプロピレングリコールが過剰に添加されて

いたものであった。

検査種 目|件数(検企日瓦 i 検 体

食品添加物 l ω ( 

(15) ソルビン酸

ω | タール色素

( 9) 車硫酸

ω [ 亜硝酸

ω5) I プロピレングリコール

タール色素製剤製品検査 6 I確認試験，純度試験 l 夕 刊 素 製 剤

油 脂 食 品 ! 15 l酸価過酸叩 l油菓子肋ーメン

I BHC. DDT. 
野菜果実中の残留農薬 20 I ドリン机 ~4~.5-T P りんご，すいか，ぶどう

牛乳中の残留農薬 4 I 町 DDT ドリン剤 l 牛乳

食品中の P C B l 13 1 PCB 牛 乳 問

魚介類中の水銀 5 I ~þj'(~~ ~~らめカ川

魚介類中の残留農薬 I 8 I山ドリン l山ム汁キイガイ

畜肉食品中の抗生物質[ 7 121377hrグ[豚肉鶏肉

玄米のカドミウム 12 Iカドミウム !玄米

毒 l ω (下痢性貝毒麻痔性貝毒 lホタテ貝 ム汁キイガイ

の 他 1 1l重 金 属(アメ玉

455 

保

着

漂

存 料

色 i
l
i
f
 

t
f
t
f
 

白

発 色

溶

五十

さきいか，漬物，かまぼこ，
ちくわ

菓子，氷菓子

かんぴょう，あんず他

ハム，ソーセージ，サラミ他

きょうざの皮，生中華他
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ロ

有害性物質調査は残留農薬， PCB，水銀，カド

ミウム，抗生物質などの検査である。残留農薬調

査は野菜，果実，牛乳などについてBHC，DDT，

デイルドリン(アルドリンを含む)，エンドリン

の分析を行った結果， りんご，すし、かは全項目が

不検出であったが， ぶどう，牛乳からは微量の

BHC， DDTが検出された。 しかし，これらはい

ずれも基準値の100分の 1から200分の lの低い値

であったO

PCB調査は牛乳，肉類，魚介類について実施し

た。魚介類のカレイ，ソイでO.01ppm，アプラメ

0.08ppmと微量ながら PCBが険出されたが，牛

乳，肉類からは検出されなかった。

魚介類中の水銀調査は，本県の近海から獲れた

カレイ，アブラメなど 5試料について分析をした

が，いずれも水銀暫定的規制値0.4ppm以下であ

った。

玄米中のカドミウム調査は県内11地区12検体に

ついて分析を行った。 41央体に O.004~0. 01 ppm 

のカドミウムが検出されたが，その他はすべて不

検出であった。

畜肉食品中の抗生物質調査は豚肉，鶏肉の 7検

体について，スピラマイシン，オレアンドマイシ

ン，キタサマイシンの三種の抗生物質の残留の有

無を検査したものであるが，いずれからも，これ

らの抗生物質は検出されなかった。

PCB，残留農薬による母乳汚染疫学調査 6件

県内の出産後 1か月以上4か月未満の授乳婦を

対象とし漁村と農村の 2居住地区 3名ずつにつ

表4

いて，母乳中の PCB，残留農薬 (BHC，DDT， 

デイルドリン〉を分析した。その結果は，全乳あ

たり PCBO.002~0 . 041ppm. 総BHCO.006~0.051

ppm，総DDT0 . 005~0 . 066 ppm，デイルドリン

O. OOO~O .005ppmの数値で、あったD

小川原湖の水質検査 16件 (350項目)

「水道整備基本構想」に基づ、き，将来，小)11原

湖水を水道原水として使用する計画に必要な基礎

調査の一環として，水道法による全項目検査及び

トリハロメタン生成能試験を行った口

ニ.厚生省委託による水道水中のトリハロメタンの

調査 16件(128項目)

これは55年度の秋，冬 2回の調査に引き続き，

56年度も 5月 8月 2の回同一場所，即ち 1市

1町の各 1浄水場につき 4か所の管末水を採取

し， トリハロメタン，過マンガン酸カリウム消費

量などを測定した。その結果， トリハロメタンは

いずれも制御目標値0.10mg/l以下であった。

ホ.医薬品等一斉取締りに基づく収去検体の試験

11件

56年度は塩化ベンザルコニウム液 6件，局方生

理食塩液 5件について日本薬局方試験法により，

確認試験，純度試験，定量試験を行ったが，その

結果はし、ずれも適合品であった。

へ. I有者物質を含有する家庭用品の規制に関する

法律」に基づく家庭用品の試買検査(表 4参照)

331牛

56年度は 7項目 33件について実施したが，すべ

て基準に適合していた。

塩化水 素， 硫酸， 水 酸 化 カ リ ウム等 4401  

i2 l21  01 

4 1 41 0l 

3 3 0 1  

住宅用，家庭用洗浄剤

塩 化 ビ ノレ

トリス(1ーアジリジニノレ〉ホスフィンオキシド

トリス (2，3-ジブロムプロピル〉ホスフェイト

ア イ ノレ ド ン

有 機 水 銀

ホ ノレ ム ア ノレ ア ヒ

五十

5 I 501  

6l6l  ol 

1 9 901  

l … 331 0 1 
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寝衣，寝具等

カーテン地

毛糸， I帽子，手袋
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2. 調査研究

(1) ホタテ貝毒(下痢性)に関する化学的研究一貝毒

の抽出，分離，精製←

前年度に引き続き，毒化ホタテ只中腸mí~を用い，

動物試験(マウス)で、毒性を{Îi'íi å，~しながら有毒物質

の抽出，分離，精製について検討した。

溶媒trh出，液一液分配，カラムクロマトなどの

連の操flを行い黒褐色の油状物を得たりこの油状物

は約lOmgの!l切れ投与で、マウスを死亡させることが

できた。更に精製を進めるため，ゲ、ノレYJI過，高速液

体クロマトなどを用いた精製法についても険討中で

ある。

(2) 青森県における飲料本中のトリハロメタン含有量

調査

五所川原dj，藤崎町両地域内 8か所の飲料水中の

トリハロメタン(以下THM)含有量について，春，

夏，秋，冬の 4回調査を行い，季節変動の有無につ

いて怜討した口藤崎町では THM含有量は季節的に

大きな変化は認められなかった。これは水源が地ド

水であるため， THM生成に関与する水温，色度，

過マンガン酸カリウム消費量などの変化が少なかっ

たためと考えられる。一方，河川水を水源とする五

所川原市で、は，飲料水の THM含有量は著明な季節

的変動が認められ，夏に最も多く，冬は最も少なか

った。即ち， THM生成は水温の上昇，色度，過マ

ンガン酸カリウム消費量の増加に比例していること

が認められた口

(3) 青森県における温泉の経年変化調査

昨年度同様に15源泉中 5源泉に泉質変化が認めら

れ，泉質の変化した 5源泉中， 4源泉において蒸発

残留物の減少， 泉温の下降， Ca2+ /M2+比の増加が

認められたことより，地下水の混入が推定される。

一ー方，成分中最も変化が認められたのは，陽イオン

では Ca2九陰イオでは HC03-で、あった。また前回

同様に， H2Sの減少した例が認められた。今後，泉

質変化の原因について更に検討して行きたい。

3. 教育研修

9 -

(1) 研修

保健所検査技術者研修を昭和57年 2月12日次のテ

ーマで、実施した。

下痢性只毒について 小鹿晋研究管理員

(2) 教育

青森中央短期大学非常勤講師として，公衆衛生学

実習講義を担当した。

高橋政教研究管理員



I 調査研究



青森県衛生研究所報 19， 11--14， 1982 

単純ヘノレペスウイノレス (HSV)免疫家兎血清にお

ける受身溶血 (PHL)抗体の消長-ProteinA吸収

による家兎及びヒト血清からの IgM抗体の検出-

佐藤允武 阿部幸一 石川和子 秋山 有

川名林治*

はしがき

HSVの血清検査法の 1つとして冊立した PHL試験法

は比較的感染初期の抗体を高感度で捕捉することがで

き，抗体の測定に，極めて有用であることは先に報告け

した。また，同法を応用することにより，特異的1， n 
型抗体の検出も可能であることを免疫家兎血消で、明らか

にしたの O 

今回はHSV感染時に出現する PHL抗体の消長と同抗

体のクラス分けを検討することを目的に HSV免疫家兎

から経時的に採血し， CFや中和試験における成績と比

較，また ProteinA で吸収した家兎血清及び少数例で

あるが HSVの分離したヒト血清からの抗体検出を試み

TこO

併せて， PHL法に使用する感作血球の保存性につい

ても検討したので報告する。

材料及び方法

A) 材料

① 免疫血清の作製:RK-13細胞で培養したHSVHF

株(力側lOs.0j.025ml)を静脈内へ 1ml，腹腔内10

ml，皮下へ 4ml接種した。採血は抗原接種前と，

接種後は16日までは隔日に 7日， 以降 201日までは

適当な間隔をもって 9回おこなった。 201日の採血

後，初回免疫と同じ抗原，接種法，量をもって追加

免疫し， 100日まで'10回にわたり採取した血清をそ

れぞれ実験に供した。

② 被検血清の ProteinA 処理法:図 1に示すよう

に市販CPharmaciaFine Chemica1s社〕のProte-

in A Sepharose CL-4 B Gel (PASG)と予研か

ら分与された Staphylococcusaureus cowan 1株

(St.菌)を使用し， 小野らの古川らのの方法に準

拠し IgGを吸収した口

図 1 被検血清の ProteinA 処理法

1) Protein A -Sepharose CL-4 B Gel (PASG) 小野らの方法

吸収用ゲルの作製:凍結乾燥 Powder0.5gを 3.5mlの蒸留水に膨潤

希釈，血球処理済血清 0.25 ml ) 
十 I 40

C ー夜放i庄一→3，000rpm--→上清液
PASG 0.25 ml ) (20分)

2 ) 黄色ブドウ球菌 Cowan1株:古川らの方法

(i) 菌液の作製:増菌培養液で3TC 18時間振とう培養一→集菌一→洗機

一→0.5%ホルマリン処理(洗糠)一一→56
0

C 1時間加熱(洗樵) →0.1%窒化

ナトリウム加 PBSにて10%菌液 →分注 (1ml )凍結保存

(日〉 吸収法:保存菌液の遠心洗臨 →沈直，振とう撰枠 O.lg ) 

室温30分 →遠心 →上清液

③ 感作血球保存液の作製:CF反応の感作血球保存

を目的に元田ら5)が確立した方法に準じ， PBSに

glucoseを 1%に， BSAを0.5%に加え，これに防

腐剤として窒化ナトリウムを 0.1%濃度に添加した

液を保存液とした。感作血球は保存液で 5%濃度に

*岩手医科大学，医，細菌

十 }ー→

希釈，血球処理済血清 0.3ml)

4 oCで保存，使用に際してはそのまま PBSで0.5，06'

に希釈して使用した。

B) 方法

① PHL (マイクロ)反応:既に報告しである方法に

従って実施したの 。
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② CF (マイクロ〉反応:CDC法の予研変法による

50%溶血法でおこなった6)。

③中和(マイクロ)反応:非補体要求性中和抗体

(N-CRN) ，補体要求性中社抗体 (CRN) ともに

常法に準じておこなった7)。

成績

① PHL抗体の消長と IgM抗体の倹出:図 2に示す

ように抗原接種後4日目から抗体が出場.8日目にはPla

teauに達し，約 1カ月間維持した後徐々に低下， 3カ月

から追加接種までの 6カ月頃までは A 定のレベルを保っ

た。 追加免疫により，再度上昇Plateauに達し 3週間

前後維持した後低下した。一方， PASG及び St.菌処

理血清における結果は迫加接種後の反応で相違を示した

が，初回免疫 1カ月以内ではどちらも比較的高い抗体が

検出された。検出抗体のクラスは本検査法の反応系から

考えて IgMと推定される O

図2 HF免疫家兎血清における受身溶血抗体のu'j長

1，024 

512 

256 

128 
p 

H 64 
L 
価

32 

16 

く 16

12 

10 

~-一→ 日数

初回
免疫

←-{)無処理血清

。--{) PASG " 

←→ S t.菌

rr -0---0---0---q， 

jf 、
」一-J ーー¥-

Vキ」ヤ」もごムギ」い--¥¥:1-"いえヤキムキ」へいベヤ」
16 24 41 93 178 B 2 B 6 B 10 B 20 B 60 

? 
追加
免疫

② CF抗体の消長と IgM抗体の検出:図 3のように

接種後8日目から倹出されるとほぼ同時に Plateauに達

し約 1カ月間ほど一定に保った後徐々に低下， 201日

まで 4倍を維持した。追加接種により，他の反応系と同

様 booster効果がみられたが St.菌吸収後はし、ずれの血

清からも抗体は検出できなかった。

図 3 HF免疫家兎血清における CF抗体の泊長

128 
← →無処理血清

64 ←→ S t.菌"

32 

16 
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から 8倍高く検出された。一方， St.菌吸収後では追加

接種の一部血清で CRN抗体が検出されたが，他は CF

と同様倹出不能であった(図 4)0 

③ 中和抗体の消長とIgM，lgA抗体の検出 :N心RN

抗体は 16日目から， CRN抗体は 8日目から検出され始

めた。一般に CRN抗体は N-CRN抗体に比較し 2倍

HF免疫家兎血清における中和抗体の消長

rtL 

川
川

主
主

回
土処菌

←ーや N-CRN

図4

256 

128 

ι〕ど三一斗J

CRN CRN 。一一。
64 

32 

16 中
和
抗
体
価

な叶円いや『ドベド世斗ト司1・ ヤベドサムすよそ」
16 24 41 93 178 B 2 B 6 B 10 B 20 B 60 

20 30 71 135 201 B 4 B 8 B 14 B 34 B 100 

? 
追加
免疫

12 

10 14 

日数

P 

1 64卜一MS f~作血球(採血!川)
{ 面|17( 16卜 HF 

感作血球の保存性

γーーヒ今、円
七宍之~ヨ

図5

1，024 

512 

128 

256 

初回
免疫

④ HSV分離者からの IgM抗体の検出:HSVが分離

された人血清を St，菌で吸収後， PHL抗体検出を試みた

成績を表 1に示した。多くは吸収後においても抗体は検

出されたが，症{1IJ6のようにぺア血清聞で抗体が上昇し

ているのにもかかわらず検出されない例もみられた。

⑤ 感作血球の保存性 3カ月の保存期間中数回にわ

たり保存状態を調べた(図 5)oHF(I型)， MS (11 

型〉株ともに採血 1週調以内使用の場合，少なくとも同

期間中は充分使用に耐えられることが確認された。

90 

(市販.採血不明)

60 30 
HSV分離者からのIgM抗体の検出

| ム 対照 proteinA吸収
症例|年令臨床診断病日 PHL{flli後の PHL価

表 1

委主

察

免疫グロプリンとして現在 IgG，IgM， IgA， IgO， 

IgEの5つのクラスが知られているが，ウイルスに対す

る免疫と深い関係にある免疫グロプリンは IgG，IgM， 

IgAである。

一般に，ウイルスの初感染の場合，最初に産生される

免疫グロプリンは IgMで極めて早期に血清中に出現す

る。そして，数日後に最高佑に達L，次いで減弱してい

き，これに代わるようにIgGが現われ永続するのが通常

の抗体産生パターンである口この最初に産生される IgM

の活性程度は試験法により異なるようで，血球凝集や溶

血反応では割合強い活性を示すのに対し中和や補体結合
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反応では比較的弱L、と考えられている8)。

つまり，血球凝集や溶血反応の方が中和や補体結合反

応より微量の IgMを検出できることを意味する。今回

の実験においては， PHL法が最も早期に抗体を検出し，

その免疫グロプリンのクラスも当然ながら IgMであっ

たが，この IgMに対し検出感度の高い溶血反応が用い

られたことが早期の抗体検出に結びついたと言える O

また，この早期に産生される抗体の検出はそのまま単

一血清における早期診断にもつながる。 例えば，初回の

免疫後経時的に採取した家兎血清の ProteinA 吸収後

の CFや中和試験ではどちらも全く抗体を検出できなか

ったのに対し， PHL法では 4日から約 1カ月の間検出

した。 ProteinA は IgGを非特異的に吸収することが

知られており， IgM抗体の証明は IgMの感染早期産生

の事実から考えるならば最近の感染か否かの判断には非

常に有用であることになる O

最近，この ProteinA を用いて詳しく研究された血

清検査に風疹がある O この HI検査法において検出され

る抗体は IgMのみならず IgAも含まれること， また両

抗体の存続期間も当初考えられていたより比較的長いこ

となどから，感染時期の推定は必ずしも容易でないとの

報告引のがあり，診断的価値はかなり限定されるようで

ある O 幸いにして，本法は補体を利用した試験法で、あり，

補体を結合しない IgAの関与は当初から否定される。

このように， Protein A を利用し単一血清における

早期診断が可能であることは PHL法の IgM抗体の検出

感度が極めてよいことと IgA抗体の存在を考慮しなくて

もよいことに起因すると言える。

しかしながら，他の検査法においてもよくみられるこ

とであるが， HSV分離者のベア血清におし、て， 抗体の

動きが全く認められず， しかも IgMの検出できない例

や有意の上昇があるにもかかわらず IgM不検出例もみ

られるように血j青からの画一的な感染判定基準の設定は

困難である O 換言するならば， IgM抗体の不検出は直

ちに HSV感染を否定するものでないことを意味する。

HSVはへルペスグループの 1ウイルスとして生体内

では潜在感染を起し宿主動物に終生存続することは周

知の事実であるが，この潜在感染が免疫様相をより一層

複雑にしていると考えられる。このことからして， HSV 

感染症における確実な血清診断の検査対象は初感染に限

定されそうである口

まとめ

HSV感染時に出現する PHL抗体の消長と同抗体のク

ラス分けを免疫家兎血清で検討することを目的に， HSV 

を免疫した家兎から経時的に採血し PHL法で検出で

きる抗体の消長を補体結合，中和試験における成績と比

較，また， Protein Aで吸収した家兎血清及び少数例

であるが HSVの分離したヒト血清からの抗体検出を試

みた口

併せて， PHL法に使用する感作血球の保存性につい

ても検討し次の結論を得た。

1 ) 免疫後の抗体検出までの日数は PHL法 4日，

CF， CRN法 8日， N-CRN法16日で PHL抗体の出現

が最も早かったO

2) Protein A 処理の家兎及び HSV分離者のベア

血清における PHL抗体(IgMと推定〉は前者では免疫

後 4日から約 1カ月間，後者では6症例中 4症例から検

出された。

3) 従って，本検査法はヒト HSV感染初期の単一血

清における早期診断に極めて有用な方法であることを示

唆する口

4) 感作血球を保存液に浮泌させ.4
0Cに保つことに

より少なくとも 3カ月聞は使用可能で， PHL法の有用

性が高められた。

なお，本論文の要旨は第 30回日本ウイルス学会総会

(京都〉で発表した。
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青森県における食中毒起因菌の分布に関する

調査研究(第2報〉

豊川安延 大友良光 野呂キョウ 秋山 有

患者 百

著者らは食中毒における起因菌の究明とその予防に関

わる基礎資料を得る目的から1980年からの 4ヶ年継続調

査事業に着手し調査を行ってきた。

1980年の結果は既報1)の如く，急性胃腸炎の主要病原

は C.jejuni/coliを主としおlmonella，Enteropathog-

enic E. coliの3菌種であることを明らか十こする一方，

市販食肉から高頻度に検出された Salmonellaの菌型の

多彩化と，その菌型は急性胃腸炎由来菌型と関連するこ

とを述べた。

1981年の調査は前年からひきつづいて行ってきた急性

胃腸炎患者下痢便検体の他，陸奥湾に流入する主な 8河

川の水と底泥を検体として病原微生物の検索を行った。

以ドその結果を報告する口

材料及び方法

患者下痢使検体:急性胃腸炎と診断された思者下痢便

は1981年 6月から1982年5月迄の通年に青森d1内の病院

2定点(小児科 2，内科 3)並びに医院 2定点(小児科

2，内科 2)計4定点の協力を件て前報1)の採取方法で

366検体が採取された口

河川検休:図 1に示した陸奥汚に流入する各河川より

以下の如く採取した。

4
1
 

-印は杉Eイヰ:1来日立t也J点、

1.川内川

2. 田名部川

3.野辺地川

4. 浅虫川

5. 根子堰

6.堤川

7. 沖館川

8.蟹田川

図 l 河川水，泥採取地点

河川検体は1981年 5月から1982年 3月までの期間中，

毎月の調査対象河川とし比較的人口の密な地域を流れて

いる田名部川，堤)11，沖館川!，根子堰(生活排水の用水

河川〉の 4河川|から90検体(水46，底泥44)及び人口の

疎な地域を流れる川内川，野辺地川，浅虫川，蟹田川の

4河川から48検体(水24，底泥24)計 8河)11から 138検

体を採取した。

検体の採取方法は陸奥湾の干潮時に各河川の河口から

約100~~200m 上流の岸付近の定点から約3000ml の河 )11

水及び1000gの河川の底泥を検体として採取したっなお

検体の採取に際しては各定点付近の 3~5 ケ所から採水

または採泥をしてそれらをまとめて 1検体とした。

検査方法:患者下痢便からの菌検索方法は前報に準

じ，他に非細菌性下痢症の病原検索として Rofavirusを

市販の診断用キット (Rotazyme，Abbott Lab.. North 

chicago， USA)を用いた酵素抗体法により検査した。

i可川険体ーからの菌検索は次の如く行った。河川水の前

処理は篠川の記載方法。に準じ，河川水 1000mlに0.5~

1.0mlのlO%FeCl日溶液を添加後 3時間以 t静置しそ

の沈澱層を更に 3000r . p . m 30分間遠心を行い， 沈涯を

被検体とした。その沈査の 1部は西尾ら報告の変法七レ

ナイト培地3)に移し3TC20時間増菌を行い，S. typhiの

分離は BS寒天培地 (BBL)及び DHL寒天培地を用い

て検索し， 他の 1部は SBGスルファ培地で43
0

C48時間

の増菌を行い， 24時間及び48時間の培養液からMLCB寒

天培地を用いて δ:almonellσ属の分離を試みた。

Vibrio属及ひ、起病性 E.coliの検索には上述の処理検

体とは別に，河川水 1500mlを 3000r . p . m 30分間遠心

を行い，得た沈置を 2等分に調整しその 1部をアルカ

リ性ベプトン水からモンスール培地に増菌後， TCBS寒

天培地で V.choleraeを， PMT培地で NonO--1 V. 

chηleraeを， BTBテイポーノレ寒天培地で、 V.pal'ahaem-

olyticus及び V.fluvialisのそれぞれを検査した。

他の 1部は EC培地に移し44SC24時間培養後， DHL

寒天培地を用い Enteropathogenic E. coli (EPEC) 

及び EnterotoxigenicE.coli (ETEC)を検索した。一

方，河川の底泥からの菌検索は次の如く行った。

河川の底泥500gに等量の滅菌生理的食塩水を加え激

しく振温後20分間静置し上清全量を 3000r .p.m30分間

の遠心を行い，得た沈査を 5等分に調整し被検体とし

た。これから Vibrio属 8.tyρhi，他ぬlmonella属及

ひ)包病性 E.coliを上述の方法で検索すると共に Cl.bo-

tulinumを常法により行った。

分離菌の血清学的試験並びに同定試験に関わる検査方

一 15-



月日Ijにおける患者下痢便からの病原微生物の検出状況

採取年月 1 1981 1982 1 A 叫

6 7 8 9 10 11 12 2 3 4 5 口 l

検 体 数
V-j-' v<- 28 32 52 43 8 1841 39 34 33 19 19 366 

l5454181187712163  

9 18 10 3 41 

4 6 7 5 1 5 28 

法は総て前報1)に準じて行ったO

結果

1. 患者下痢使からの病原微生物の検出状況

既知病原微生物は下痢便366検体中151検体 (41%)か

ら検出された。

検出株数は表 1に示す如く単独例では 151検体中 138

株 (91.3%)，複数例では151検体中13検体 (8.7%)か

ら26株，計 164株で，その菌種も 8種類が認められた。

表 1 患者 F痢便からの病原微生物の検出状況

l単独|複数 i検出病原微生物 ! | |計(%)i m 例 1 13例 l

C. jejuni/ coli 53 10 1 63(38.4) 

Rotazかω36I 5 1 41(25.0) 

Salmonella 23 1 5 1 28(17.1) 

V. parahaemolyficus 19 I 1 I 20(12.2) 

En悶 opath叩 nicE. coli I 2 I 2 4 

2 I 3 

1 I 2 

合 計 138 26 ¥164(100) 

Shigella 3 

Cl.ρeげ'ringens 1 

Y. enlerocolitica 

このうち検出頻度の高かった病原微生物は C.jeju-

ni/coli， Rotavirus， Salmonella， V.ρarahaemolytiωsの順

表 2

とごとご-~
、¥¥

¥ ~一一

分 離菌

C. jejuni/ coli 

Rolavirus 

δ.a1m onella 

V. parahaemolyticus 

Enteropathogenic E. coli 

Cl. pe7'fl'ingens 

Shigeila 

Y. enterocolitica 

3 

14 12 31 11 1 11 21 26 18 15 2 2 胤
メL
口 L

i
 

二
二
日

に認められた。

また，単独検出菌を病原とした検出率においてもその

順位は変りなく， 366検体中に占める割合は14.5%，9.8 

%， 6.3%， 5.2，9ぎであった。他に優位集落の菌種として

Pseudomonas aeruginosa (2 1.90， AcinetobacieJ・alcoace-

ticus (2例)， Klebsiella oxytoω(2例)， Ente1叫 αcfer

cloacae ( 1例)， Proteus mOl'gani (1例〉等が検出され

7こO

2. 月別における患者 F痢便からの病原微生物の検出

状況

月別の病原微生物の検出状況を表2に示した。月別に

みた病原微生物の検出数はその月別検体数の増減に関連

を認めなかったが，季節的にみた場合一定の傾向が認め

られた。

すなわち季節における病原微生物の検出率は冬期が

(12~2 月〉最も高く次いで夏期 (6 ~8 月)，秋期 (9

~1l月) ，春期 (3~5 月〉の順であった。一方，季節

的にみた病原微生物の検出頻度は o'almonella及び V.

μrahaemol yticu sは夏期を中心に多く認められた。 Rot-

avil'ω は冬期に集中的に検出される傾向を示し，冬期間

における総検出株数の57.0%(65株中37株〉を占めた。

これらに対し C.jejuni/ coliは季節的変動がなく年聞を

通して検出され，特にその検出は冬期(l2~ 2月〉にお

いて高率で本菌の総検出数の41.3%(63株中26株〉を認

めた。

18 2 

1 1 

20 

1 1 4

3

3

2

 

3. 急性胃腸炎患者の年令日Ijにおける病原微生物の検 からの病原微生物の検出状況を検討した。検出率が最も

出状況 高い年令層は 1 才~4 才で次に 1 才未満， 10才~14才，

調査対象となった患者の年令層は O 才~54才までの広 5 才 ~9 才 15才以上の順に認められ 14才以下では

範囲にわたった。表 3に示す如く年令を区分し各年令層 50.3% (191検体中96例)， 15才以上の年令層では31.4%
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急性胃腸炎患者の年令別における病原微生物の検出状況

患者下痢便
検 体数

6

9

0

0

9

 

1ょ

n
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つ臼戸
hd

1 

1 

164 

にみられた。

複数例は13検体から検出された。その内訳は C.jeju-

nij coliに対し Roiavirus4例， 8. infanlis， 8. tyρhim-

urium， 8. virchowの各 1例，Cl. pe骨折'ingens (A16) ， 

V. parahaemolyiicus (K38 : 01)， EPEC (0114: K90) 

各 1例， S. heidelbergと Y.enferocolitica( 03)， Rotavirus 

とEPEC(0143: Kx 1)の各 1例であった。

5. C. jej仰 1Ijcoli感染例の患者の性別と年令別

検出病原微生物のうち特に C.jejuni j coliは単独例及

び複数例の主要菌であることから前報1)の如く本感染例

における患者の性別及び年令別の検出状況を検討した。

この結果，表4に示す如く本菌は性別に関わりなく広

L 、年令間から検出されているO

6. 患者下痢使山来病原微生物の血涜型

検出病原微生物
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18 

2 3 3 4 20 28 41 63 151(41.3) 366 

(175検体中55{>"Ij)で小児領域

の年令層に高率であった。

検出頻度の高かった病原微生

物と年令別との関連性をみると

C. jejωujcoliの検出率は 15才

以上の14.3%(175検体中25例)

に対し 14才以下の年令層では

19.9% (191検体中38例)で小

児領域の年令眉に若干高い傾向

を示したが総検出数の構成率か

らみると C.jejuni / coliの検出

率は14/Y以下の 36.2% (105株

中38株〕に対して15才以上の年

令居では42.4，96'(59株中25株〉で

若干優位であったO ぬlmonella

の年令別検出率は15-，:f"以上の年

令層からの 5.1%に対し14~'以

下では 9.9%で若干高L、。

各年令別の Salmonellaの検出状況は広い年令層にみ

られ， その検出率は 1才未満の 6.3%をのぞいては，他

年令層で12~27%の範間にあった口 V. ρarahaemolyticus

の検出は15才以上の年令層に高く本菌検出株数の90%を

占めたのが特徴的であった。

Rotavirusの年令別検出率は15才以上の2.3%に対し14

才以下では19.4%で圧倒的に高かった口各年別の検出率

においては，4才以ドで総検出数の58.2%に，特にLY未満

では75.0%を占め他検出株数に対し優位且つ高率であっ

7こっ

4. 急性胃腸炎患者下痢便からの病原微生物の複数検

出例

下記に示した如く複数菌として検出頻度の高かった病

原微生物はC.jejunijcoli， Rotavirus及び δ仙勿onella等

陽性例数
(%) 

表 3

年令区分

ー
i
F
h
d

口
H
U
F
h
u
n
y

2

0

4

1

4
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ょっ臼
2

2

4

0

5

 

1

1

1

2

 

15(48.4) 

36(55.4) 

26(47.3) 

19(47.5) 

55(31.4) 

31 

65 

55 

40 

175 

1才未満

1~4 J" 
5~9 才

1O~14才

15才以上

合計

川f:に:l[U日j1):山一1山(rh1川」ず吟ι「kk:U日川l:1占命:;f正れ:I正日1U日:::川J山ι::r:引川111引じU:;Uじ日:引に口(に司:: : 
l 5 ; l 3 : 2 : l : l卜r川1ω引叩O川小J「1引9 [ 1 [ 3 ( : [ 3 ! 6 l 1 J 1 | 2 

i ; : I 1 I ~ I 11 
l:[11 l  l11l  lll  l11ll  l 

l:l: l  l l ll11lllll  

表 4
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単独，複数別の検出例

C. }ejunijcoli only 

十 Rofavi7"us

十 S.infantis 

十 S.tYPhimurium 

十 S.virchow 

十 V.parahaemolyticus 

十 Cl.perfringens 

十 EnteropathogenicE. coli 

メ込
口 五十



Salmonellaの血清型は 28株中 8.tyρhimurium (6)， 38株 (27.5%)が検出された。

S. heidelberg' (6)， S. virchow (5)， 8. java (3)， 8.初fanー その検出数は河川水より河川底泥に若干高い傾向がみ

tis (2)，δ. stanly. fi. thomtson， fi. escanaba. k'-，'. enteritidis. られた。 河川別の検出率は 8河川中 4;UJ)IIの根子堰 (6.

fi. anatum. 8. arizoωe各 1株であった。 5%)，長虫川 (5.8%)，沖館川 (5.1%)及び田名部川

V.ρ2rahaemolyticusの血清型は20株中， K38:01叫 (4.3;?6')等に比較的高く認、められた。検出病原菌の種

K57 : 03(5)， K 8 : 04， K53: 04， K63: 04， K 7 類とその検出率では Non0-1 V. cholerae 10.05払

:0一各 1株であった。 S:Jlmonella7.2%， V. t:zrahaemolyticus 5.0%， V. mi-

EPECの血清型は 4株中， 01:K5L 0114: K90， micus 2.2%， EPEC及び Cl.botulinumは共に 1.4%

0128 : K 67， 0143: K x 1，各 1株で Cl.terfringens であった。 これらの検出菌のうち特に Non0ーし

は2株中， A16，株，他の 1株は Hobbs型は不明で V. choleraeは沖館川及び田名部川に高く Salmonella

あった。 は根子堰に高く認められたが，川内川からは病原菌は検

fihigellaは2株共 fle:r;neri4σ であり ，Y. ente1ocolitica 出されなかったO

2株はいずれも 03であった。 8. 河川における月別病原菌検出状況

7. 河川検体からの病原菌検出状況 表6に示す如く， N on 0-1 V. cholerae及び Salm-

病原菌は表5に示す如く，河川水70検体中15株 (21.4 onellaは季節的変動がなく ，V. t:zrahaemolyticus， V. m-

%)及び河川底泥68検体中23株 (33.8%)，計138倹体中 imicus及び EPECは夏期に認められた。

表 5 河川別の病原菌 検 出 状 況

、二二一一 ーゴリ竺 I~11 内川 l田名部川[印刷 11 浅出 11 I根子堰 l堤 )|llf中館川|蟹田)111三ーす
¥戸体の種 類 と 数 1水 泥 l水 泥 l水泥[水泥[水泥 i水 Uし水泥 l水泥[水泥

分離菌 ¥¥一一I 6 6 I 6 6 I 6 6 i 11 11 I 13 11 i 11 11 I 11 11 I 6 6 7 

Non 0-1 V. ch伽 ae 2 2 1 1 11  1! 21 1231  

Salmonella 1 1 2 i 4 2 I 1 I 

M …ω11 
12 21 11 1 11 ~I 

V. mimicus I 2 1 I 

Entero凶 1叩 nicE. coli 1 1 

Cl botulin側 1I102 

合計(検体の種類別 o 0 I 3 3 I 1 1 1 2 6 I 4 5 I 1 1 1 3 4 I 3 I 15 23 

総計 I 0 I 6 2 I 8 i 9 I 2 7 I 4 38 

表6 河川における月別病原菌検出状況

、こご¥ 採取年月 1981 1982 A 註

¥¥¥¥¥、 一一一

¥¥一 一一一一一一一-1
検体数分離菌 ¥¥¥iIX v+' 7J，X. I 16 8168  16 8 16 10 168  16 138 

Non 0-1 V.伽 lerae 3 3 4 1 2 14 

Salmonella 2 2 1 3 10 

V.ρarahaemolyticus 2 1 2 7 

V. mimicus 1 3 

Enterpathogenic E. coli 1 2 

Cl. botulinum 1 2 

合 計 l8064262 4 2 3 38 
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9. れ1日11LD来病原菌の血清型

Non 0-1 V. choleraeの血11lj型は14株中 012，014， 

037の各 3株， 06(2株)の他未同定 1株であったり品1-

monellaの血清型は10株中， 8. tyPhi 3株， O'. tyρhimuri-

um， 8. heidelberg・1の各 2株， 8. lichfield， 8. stanley各 1

株，他に血清耳1)万Ij不能1株を認めた口 V.p.7rahaemolyticus 

の血清型は 7株中 K30:03， K51: 011の各 1株の他

血清型別不能 5株で，これらは総て神奈川現象陰性株で

あった。EPECでは 2株中 086a : K 61， 0 148 : K +の

各1株で，Cl. botulinum 2株はいずれも E型であった。

考察

急性胃腸炎忠者下痢便からの病原徴生物の検出率は今

回41% (366検体中151例)で前年調査の27%(278検体

中75例)に比し著しい噌加がみられた口この検問率は非

細菌性下痢症を考慮し Rotavirusの検山を行った結果に

より，更には V.p2r2hae;nolyticus及び Salmonellaが

多く検出されたためである。季節的にみられた険出病原

体の動向に関し今 l叶の Rotavirus1.5.6i，8almonella， 

EPEC及び V.p.'l1ahaernolyticusは従来報告されている

検出率及び季節的険出の状況等と概ね同様な結果を得た

が6.7)特にC.jejωLI / caliは冬期における険出病原体の

うち最も高率で，Rofavirusと共にその検出数の殆んど

を占めたことは疫学的に興味あるところである C.jej 

unijcoliの検出率に関L，従来，小児領域の検体数で論

じられる場合が多かったが，今阿は険山病原体の構成率

から考察してみると本菌の各年令)14を，Ijめる割合はむし

ろ成人間に高く認められた口このことは本菌が病原とし

て係わる年令回は特に小児領域のみならず広い年令府に

亘ることを示唆するものであるO ー方，V.ρ2.rahaemol-

yticusの検出頻度が高かった同調査期間中において県内

に例年になく多数の腸炎ピブリオ集団食中毒が相次いで

発生した。その主たる jf!L市型はK38:01とK57:01で

上述急性胃腸炎j君、者III来の血清型と密接な関係がみられ

た。また原因食品の関連において前視され，本県の食中

毒予防上からその桟疫学的調査が行われた8.9)。

次に複数検出例の際に出現する頻度の高い C.jejunij-

coli， A"'almondlaは環境及び流行による分布度合の高い

ためであると考えられるが，そのうちのいず、れが主たる

病原体であるかについては明刑優位性からは判断されな

かった。複数検出例はこれまで報告例において多く述べ

られていて，特に開発途上国及びその旅行者10.11)に高

い検出数が示されているが今伎検査に際しては複数菌検

出を考慮して行われなければならないと思われるヮこれ

までに述べた急性胃腸炎患者からの検出病原菌の多くは

従来認識されている食中毒起因菌であり?散発食中毒例

であると推定されるが，限られた数の医療機関を対象と

した検出例で、あることをJ7えれば本県における食中毒の

実態は膨大な数に上ることが予想される。

本県における食中毒例のうち例年に 1~2 例のボツリ

ヌス食中毒が発生し全国的にも異色なものとされてい

る口この発生状況に加え，最近アメリカにおし、ての乳児

ボツリヌス症の報告12) とに関連し本調査においても

忠者下痢便全検体からのボツリヌス菌検索を試みたが前

年と同様，総て陰性であった。

河川検体からの病原菌についてはう本調査においてそ

の動向が明らかにされつつある口河川|からの病原菌検出

率は27.5%で下痢便からの検出率に相当するものであっ

た。検出株では最近新しく食中毒起因菌として認識され

た Non 0-1 V. choleraeは季節的変動なく検出され，

従来夏期に高く検出されている成績は.14) と異なるもの

であったが V.仰向cusと共に今後の動向が注目され

るO

一方，8.tyρhiは従来の報告3.15)の如く冬期に検出され

た口同地点における本菌の究明を行い度目は 2地点

から検出されたがその後の調査において不検出に終り疫

学的調査は行われなかった。次に河川Ib来病原菌の血清ー

型と患者rJJ来血jlT型との関連をみると紛lmonellaは相

互に関連がうかがわれたが他の病原菌においては全く関

連をみなかった。また，ぬlmonellα の菌型では患者，食

肉及び河川の 3者において密接な関係がみとめられた。

以上，食中毒起因菌の解明率向上を図ることを契機に

着手された本調査において，最近におけ』る腸管系病原微

生物，特に食中毒起因菌の分布とその動向が明らかにさ

れつつあるが，りごに検討を加えその実態を究明する予定

である。

稿を終えるにのぞみ検体の採取に御協力をいただし、た

青森県立中央病院，青森市民病院，大高内科医院，武山

内科医院の件医療機関，並びに Non 0 -1 V. cholerae 

の型別を御指導下さった都立衛生研究所微生物部工藤泰

雄先生に感謝の意;を表します。

なお本調査成績の要旨は第231叶東北臨床検査学会並び

に第36四日本細菌学会東北支部総会において講出発表し

7こO
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19， 21--24， 1982 

1982年青森市で発生したボツリヌス食中毒

青森県衛生研究所報

野呂キョウ

推定事例が 4件ある。今回，県内では15件目の発生があ

ったので，その発生概況並びに細菌学的検査の概要を述

べるとともに若干の考察を加えたし、。

安延I
Iノ

臼‘ん
主

主

本邦におけるボツリヌス食中毒は，昭和31年から昭和

56年まで85件，患者428人，死者99人(致命率約23.1%)

を数える O このうち，本県での発生数は表 1に示したと

おり 14{牛であり，他に臨床症状等で診断されたし、わゆる

良光大友

表 1 青森県におけるボツリヌス食中毒発生事例

事例
Na 発生年月 日 場所 原因食品 毒素型摂食者患者死者

1 昭.30 (1955) 9. 251.2) 青 森 市 サンマいずし E 12 7 3 

2 昭.31 (1956) 10. 72) 脇野沢村 アジいずし E 6 4 3 

3 昭.31 (1956) 10. 72.3) 青森市 カレイかゆずし B 2 1 0 

4 昭.31 (1956) 10. 9~ 脇 野 沢 村 アジいずし E 4 2 

5 昭.34 (1959) 11. 54.5) 甲地村*1 ハタハタいずし E 4 1 0 

6 昭.42 (1967) 6. 195.7) 十和田町内 ヒメマスいずし E 4 3 

7 昭.44 (1969) 12. 278) 青 森 市 アジいずし E 3 1 0 

8 昭.45 (1970) 10. 139) 田舎館村 サノく水煮缶詰 E 4 3 2 

9 昭.51 (1976) 9. 1910) 青森市 イワナいずし E 4 3 0 

10 昭.52 (1977) 12. 711) 野辺地町 イワシいずし E 2 1 0 

11 昭.53 (1978) 10. 71n 平 内 町 カレイいずし E 12 2 0 

12 昭.53 (1978) 10. 15121 野辺地町 カレイいずし E 2 2 0 

13 昭.53 (1978) 12. 121n 野辺地町 カレイいずし E 2 0 

14 昭.55 (1980) 6. 2513) 六ケ所村 タナゴいずし E 2 1 0 

15 昭.57 (1982) 1. 3(本事例)青森市 イワシいずし E 2 2 O 

以下は推定例

昭.25 (1950) 10. 162)本木村村 アジかゆずし

昭.42 (1967) 7. ? 田舎館村 ニシンいずし

昭.50 (1975) 11. 3014) 野辺地町 イワシいずし

昭.53 (1978)9. 2512) 青 森 市 シイラいずし

( )内は西歴を示す。
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め Aの妻が制止したにもかかわらず， それぞれ 5~6

匹 2~3 匹摂食した。 Bは翌 3 日午前11時30分ころよ

り悪心，幅吐症状を呈し 4日午前 9時に青森県立中央

病院で受診した。その後患者は一旦帰宅したが，同日夜

8時に症状が悪化して青森市内の夜間救急センターで受

診し午後10時に同センターから県立中央病院に移され

入院した。入院時に悪心，恒吐，全身脱力感，腹痛，腹

部膨満感，便秘等の症状がみられ，力l療Lドにボツリヌス

rtCl毒の疑いが持たれ月 7日に担当医師(町田光司〉

より青森保健所にその旨の連絡があった。この患者はE

- 21-

況

青森保健所並びに町田ら15)の調査によると， 昭和57

年 1月 2日午後 7時 30分ごろ，青森市大字西滝の A宅

で，白家製造の「イワシいずし」を摂食した 2名が同日

から翌日にかけてボツリヌス症を呈した。しかし 2名

とも軽症であった。

症状……A (男， 79才)とその娘B (女， 43才，青森

市大字三内在住)は，昭和57年 1月2日午後 7時30分こ

ろ， A宅で自家製造の「イワシいずし」を異臭があるた

概生発



型抗毒素血清に対して皮内反応が過敏性を呈したので抗

毒素血清の治療は行われなかった。しかし的確な診断

と治療により入院 4日目に諸症状が軽快し 1月9日には

退院した。この患者は上記症状の他に尿閉，口渇，視力

低下も確認されている O

一方，上記患者とともに「イワシいずし」を摂食した

Aは月 2日夜半より幅吐，腹痛，握力の著明な低下

を訴えるとともに便秘も続いていたが，諸症状が軽快し

ていたため自宅で静養していた。しかし，前述の患者B

がボツリヌス中毒の疑いを持たれてから， Aは青森県立

中央病院で検診を受け，治療用ボツリヌス混合血清 5万

単位が静注された。この患者は握力の回復まで擢患後 3

週閣を要した口

推定原因食品……両患者の 1月2日の夕食時における

献立は「イワシいずしJ，煮しめ(ニンジン，コンニヤ

ク，油揚，キノコ， タケノコ，凍豆腐， ツブ， シイタ

ケ)，味付クルミ餅，日本酒，ダイコンなます，きんぴ

らゴボウであった。その後， Bは台所にあった「にぎり

寿司J (昭和56年12月31日，青森市内の某小売り寿司ヂ

ェーン屈にて購入〉を 1人前食べ，翌 3日の午前中に酢

夕、、コ 02月31日購入)を10切れほど食べた。以上の食品

中，両患者に共通したものは「イワシいずし」だけであ

った。

「イワシいずしJ (写真 1，2) はA宅で製造された

写真 2 「イワシいずし」

もので，その製造方法は次のとおりであった。忠者Aの 細菌学的検査

妻が昭和56年12月初旬に青森市古川の某魚菜市場からイ ボツリヌス菌毒素検出とボツリヌス菌分離試験の他に

ワシを購入しその頭部，内臓を除去して 4日間塩漬け 黄色ブドウ球菌，サルモネラ，ウェルシュ菌の検査もあ

し水洗後 1 日 2 回換水しながら 5~6 日間「水さらし」 わせて行った。

を行い，水切後米飯等(米飯，ニンジン， トウガラシ1. 検 体

食塩)とイワシを交互にポリパケツに積み重ね，最後に 1) 患者 2名の血液月 7日に県立中央病院で採

重石をのせて漬け込み，台所に放置したD 血されたものO

写真 1 Iイワシいずし」の漬け込み容器と重石

2) 患者 2名の糞便月 7日に県立中央病院で滅

菌綿棒を用いて Cary-Blairの輸送培地(日水製薬)に

採便されたものO

3) イワシいずしJ 患者が病院に搬入していた

食べ残しと A宅に放置してあった漬け‘込み中のものD

以上の検体はすべて 1月7日午後 1時30分当衛生研究

所に搬入された。

2. 検体の前処理

1 ) 糞便:綿棒に付着しである糞便を滅菌生理的食

塩水 1mlに溶解しその遠心上清を毒性試験に，沈誼

を菌検索に用いた。

2) 血液:血清を遠心分離して毒性試験に供した。

3) IイワシいずしJ: 40g泡 3検体に分け，各々に

等量に滅菌生理的食塩水を添加してストマッカー(Lab-

Blender 400， Seward社)で分散懸渇させ，遠心上清

を毒性試験に，沈査を菌分離及び増菌培養に用いた。
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3. 毒性試験

前処理検体及び増菌培養液の遠心上清に 0.15ぎになる

ようにトリプシン (Difco.1 : 250) を加え， 3TC 1時

開放置後，その0.5ml宛を 1検体当り 2匹の ddY--F系

白色マウス C18~20g，雄)の腹腔内に接種した。マウ

スの生死を 3日間観察し，マウスがボツリズム様症状で

艶死した場合には 11U/mlの A，B， E， F型各ボツリ

ヌス診断用抗毒素血清(千葉県血清研究所製)を用いた

毒素中和試験により毒素型を決定した。

4. 菌分離試験

前処理した糞便と I¥，、ずし」の遠心沈査の一部を用い

て，ブドウ球菌は卵黄加マンニット食塩培地で，サルモ

ネラは DHL寒天培地で， ウェルシュ菌はカナマイシ

ン加 cw寒天培地で分離培養を行った。 ボツリヌス菌

については，沈置を肝片加肝臓ブイヨンに接種して60'C

10分間加熱処理後30
0Cで増菌jf;養する‘方，変法 LV寒

天培地16)に塗抹してガスノ之ック法により 30.C48時間嫌

気培養後菌分離を試みた。

結 果

「し、ずしJ3検体の50%乳剤液の遠心上清が接種され

たマウスは約 1時間で腹壁の陥凹，呼吸困難等のボツリ

ズム特有の症状を呈し始め，接種してから 3~4 時間で

艶死した。これら 3検体のうち 1検体についてボツリヌ

ス菌毒素中和試験を行った結果，表2に示すとおり E型

抗毒素血清により中和された。 忠者 2名の血液と糞便の

希釈液からはボツリヌス菌毒素は不検出であったが，患

者Bの糞便の増菌培養液からはE型毒素が検出された0

・方，菌分離倹査により「し、ずし」からボツリヌス E型

菌(西滝株)を分離した。また，糞便と「し、ずし」から

は黄色ブドウ球菌，サルモネラ，ウエルシュ菌は不検出

であった。なお I¥，、ずしjの検査時の pHは5.0であっ

fこO

表 2 50河川、ずし」乳剤の遠心上清の

ボツリヌス菌毒素中和試験

毒素 抗毒素血清 結果

S 生 理的食塩水 12* 
S A 型抗毒素 rUL1青 予6
S B 型 " 12 
S E21! " % 
S F 型 " ゼ

HS  生理的食塩水 92 己

S 遠心上市

H S : 100
0

C 10分加熱した遠心上市

*分母は使用マウス数，分子は艶死マウス数

考察

本県におけるこれまでのボツリヌス食中毒事例をみる

と，表 3に示したように，死亡者はすべて「し、ずし」の

熟成期間が約 2~1O日と短し、し、わゆる早漬け円、ずし」

並びに早漬けと長漬け(約 1~3 ヶ月熟成)の中間位の

熟成期間を持つ I¥，、ずし」摂食者に限られているO この

理由は，診断の早さや治療の的確さ等の要因もあり一概

には言えないが，少くとも I¥，、ずし」中ではボツリヌス

菌は発育条件さえととのえば急速に発育しヒトを倒すに

足る十分な毒素を短期間のうちに産生することを意味し

ている。このことは原因「し、ずし」の pHが限食時におい

てかなり低下していることでも理解できるO つまり，こ

れまでに本県で発生したボツリヌス食中毒の原因食品の

pHはほとんど5.0以下であり，この pHではボツリヌス

菌はすでに発育並びに毒素産生を終了している状態であ

る。本事例の場合 Iし、ずし」の熟成期間はイワシの購

入が12月初旬，塩漬け 4 日，水さらし 5~6 日，摂食が

1月2日であるから，およそ20日間くらいであったろう

と推測される。これはし、わゆる長漬けと早漬けとの中間

位の熟成期間であり，毒素の産生はすでに十分行われて

いたと思われるO この「し、ずし」は既に pH5.0となっ

ていた。今回は「し、ずしJの毒力の測定は実施しなかっ

たが， 50%乳剤の遠心上清は接種後 3~4 時間で致死作

用を示しており相当に高い毒力であったことを示してい

るO それにもかかわらず両患者とも比較的軽症であった

ことは「し、ずし」の倶食量があまり多くなかったこと，

更には医師の適切な治療のためと考えられる。

表 3 青森県における各食中毒事例の「し、ずし」

熟成期間と死亡者の有無

事例 l 死亡者| 熟成期間 の有無

10日(早)有

2 4日(早)有

3 3日(早)無

4 3日(早)有

5 約 7日(早)無

6 15日(中)有

7 3叩(長)無
8 缶詰 有

9 約 38日(長)無

10 約 42日(長)無

11 約 9日(早)無

12 約 22日(中)無

13 76日(長)無

14 7日(早)無

15(本事例) I 約 20日(中) 無

(早)は早漬け， (長)は長漬け，そして

(中〉は早漬けと長漬けの中聞を示す。
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最近7年間(昭和50年から昭和国年まで) ，本邦では 7) Kudo， H. et al. : Ein Typus E-Botulismus-

11件のボツリヌス食中毒が発生しており，このうち本県 fall. Hirosaki Med. ].， 20， 727-730， 1969. 

は実に 6件(約54.5%) と半数以上を占めている O 本邦 8) Kudo， H. et al. : Un botulisme E au Izushi. 

で最も発生件数の多い北海道では近年特に発生数が減少 Hirosaki Med. J.， 22， 517-519， 1971. 

しているにもかかわらず，本県では一向に減少しなし、。 9) Yamamoto， K. et al. : Ein Konservenbot-

したがって，本県におけるボツリヌス食中毒防止のため ultsmus. Hirosaki Med. ].， 24， 323--330， 1972. 

には，今後とも一層本食中毒が他の細菌性食中毒に比し 10) 山本耕一，他:1976年青森市内に発生の「イワ

て極めて致命率が高いということを「し、ずし」の調理 ナいずし」によるボツリヌス症.青森県衛生研究所報，

者，摂食者とも十分認識してもらう機会が必要かと思わ 14， 13-18， 1976 

れる。 11) 山本耕一，他:1977年野辺地町に発生したボツ
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クロレラ加工品中のフェオホノレパイド量等

につい て

古川 章 子 宮 田 淳 子 秋山由美子 小鹿 互llZ.
f:=j 

小林英一

は じ め に

昭和52年春，東京を中心に 2，3の県で光過敏性皮

膚障害が発生し東京都街生局等1)による調査の結果，

K社製のクロレラ製剤が原因とされた。東京都立衛生研

究所の田村等2)~4)は，そのクロレラ製剤に，マウスに対

する光過敏性の毒性を認め，それら毒性を示した製品中

に，クロロフィル分解物のフェオホルパイド等が多量に

含まれていることを明らかにした。クロレラ乾燥物中に

は約 3%のクロロフィルが含まれているが，これが， ク

ロレラ原末に存在する分解酵素クロロフィラーゼにより

分解されて，フェオホルパイド等が生成されると言われ

ている O

このようなクロレラ加工品による皮膚障害を未然、に防

止する対策として， 56年 5月 厚生省5)から クロレラ

加工品中のフェオホルノミイド量及びクロレラの加工方法

についての指導事項が示されたのこれを機に 当所にお

いても市販のクロレラ加工品のフェオホルパイド量等を

調査するとともに 温度，湿度，光等の条件がフェオホ

ルパイド生成に及ぼす影響を検討したのて

調 査 方 法

1. 巾ー!坂クロレラ加工品中のフェオホルノくイド量及びク

ロロフィラーゼ活性度の測定

1 )試料

昭和56年11月に購入した， 市販のクロレラ加工品 9

検体

2) 試験方法

既存フェオホルノくイド量，総フェオホルパイド量及び

クロロフィラーゼ活性度は，昭和56年 5月8日付厚生省

環境衛生局長通知，環食第99号5)に定める方法に従L、測

定した。

2. 温度，温度等制御下のフェオホルパイド量の測定

フェオホルノくイド等の生成は，温度及び湿度等に影響

されるのということから，保存条件の達し、による経時的

な生成量の変化を， クロレラ製剤及びそれを紛末にした

ものについて測定した。

1) 保存条件

ア.i!品度の影響

クロレラ製剤をシャーレにとり， 20
oC，温度35，96'(恒

- 25 

温室)及び20
0

C，湿度80%(恒温室，飽和塩化カリウム

溶液デシケーター〕の条件で保存した。

イ.温度の影響

クロレラ製剤をシャーレにとり， 20
o

C， 8ul度80%(恒

温室，飽和塩化カリウム溶液デシケーター)及び 2oC， 

極度80% (冷蔵庫，飽和塩化カリウム溶液デシケータ

ー〕の条件で保存したO

ウ.光の影響

20
0

C， i!&度35%及び20
C

C，湿度80%の条件下で，それ

ぞれ遮光，非遮光の状態で保存した。

又，クロレラ製剤を，かっ色及ひ透明なフラスコに入

れ密栓し，実験室内の窓際に，室温で保存した。

上記ア，イ及びウの条件で保存した各試料について，

5日後， 10日後のフェオホノレパイド量を測定した。

調査結果

1. 市販クロレラ加工品中のフェオホルパイド量及びク

ロロフィラーゼ活性度の測度結果を表--1に示した。

表 1 ゲロレラ加工品中のフェオホルパイド量

及びクロロフィラーゼ活性度 (単位 :mg%) 

|既存フェオホ iクロロフィラ|総フェオホル
検体| | | 

1ルパイド量 iーゼ活性度 l イパド量

A! 22 156 178 

B 11 6 17 

C I 17 39 56 

D!  10 7 17 

E 29ω369  

F 7 14 21 

G I 14 47 61 

H 13 60 73 

1 I 19 29 48 

既存フェオホルパイドは，すべての検体から検出され

た。その測定値は 7~29mg% であり， 指導基準100mg

%を超えたものはなかった。総フェオホルパイド量につ

いては 2 検体が指導基準160mg%を超え，各~， 178， 

369mg%，その他は17~73mg%で、あった。

クロロブィラーゼ活性度は， 6 ~340mg%で、あったO



2. 温度，温度等制御 Fのフェオホルパイド量の測定

検体Hを用い，保存条件の違いによるフヱオホルノくイ

ド生成量の，経時的な変化を測定した。その結果を表-

2に示した

表 2 温度，湿度等制御下のフェオホルパイド量

(単位:mg%) 

[利下lf-1

j極度の影響についてみると， 35%に保存したものの測

定値にほとんど変化がないのに比べ， 80%のものでは，

果を表--3に示した。

表 3 温度，湿度等制御下のフェオホルバイド量

(単位:mg%) 

保存 条件 I~汗主レ
試料|温度(湿度 l 光 108目

l|〕Q“凶「ハ(ì O~
I 20却O"C 二¥土手記 67

"，Vv ぉイ型竺 27

l 非遮光 l 幻

粒 状 l… 80% I遮光(

I ~" l附[遮光 l

l空間遮光|

l 王 trrn. I ;JF主主 49

出度の影響については，検体Hと同様， 35%のものが

ほとんど変化しないのに比べ， 80%のものは， 29mg3ぎ

から67mg%と約 2倍に増加している。

光.温度の影響については，検体Hと同様ほとんど差

はみられなし、。

10日間とし、う短期間でみる限りでは，フェオホルパイ

ドの生成は，温度，光よりも，湿度による影響が大きい

と思われる O

又，前沢等7) の調査 (30'C，湛度75%，50日の保存条

件)では，クロロフィラーゼ活性度の高いほどフェオホ

ルパイドの生成速度が大きいとし、う結果が出ているが，

著者等の設定した保存条件下 (20'C，湿度80%，10日)

では，そのような影響は見られなかった。従って，長期

にわたる調査も必要と思われる。

まとめ

13mg%から24mg%と約 2倍に増加している 1) 昭和56年11月に購入した市販のクロレラ製品 9

光の影響については，外観上，非遮光のものが7 遮光 検体について，既存フェオホルパイド量，総フヱオホル

に比べ表面が白色化していたが，測定値に関しては大き パイド量及びクロロフィラーゼ活性度を測定した。

な差は見られなし、。 2) 既存フェオホルパイド量は 7~29mg%，総フェ

温度の影響についても，はっきりした差は見られな オホルパイド量は， 17~369mg%で、あり，指導基準 160

い。 mg%を超えたものが 2検体あった。 クロロフィラーゼ

又，同じ検体を紛末にしたものについて，同様な保存 活性度は， 6 ~340mg%で、あった。

条件で 5日目の変化をみたが，測定値の変化はみられ 3) 温度，温度等制御下のフヱオホルパイド生成量

なかった。 は，短期間でみる限りでは，温度，光よりも湿度の影響

次に，クロロフィラーゼ活性度の最も高い検体Eにつ が大きいようである O

いても，同様な保存条件での経時的変化を調べ，その結
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青森県衛生研究所報 19， 28-32， 1982 

青森県の温泉経年変化について(第2報)

高 橋 政 教 野村真美 桶田幾代 小林英一

緒面

本県は全国有数の温泉県であり，現在全国第 6位の温

泉湧出量を誇っている1)0 しかしながら温泉はその複雑

な湧出機構からしばしば泉質変化することが知られてい

る2)3)4)5)。特に近年温泉開発にともなう乱掘，過剰汲上

などによる温泉衰退現象が問題になり，これが泉質変化

の大きな要素になっている O 以上の見地より本県では温

泉の泉源保護と適正利用を図る目的で昭和55年度から県

内温泉の経年変化調査を実施している O 今回は昭和56年

度に行なった調査結果について報告する。

調査方 法

1. 対象泉源および泉質

対象泉源は図 1，表 1に示すように掘削後8年以上経

過している 15泉源を地域的に選び再調査し

表 1

@青森

。l ⑪ Q~) ~羽〆
五所川原 f¥ 畠ーハ¥

qF4石十手口田 jv 
弘目IJ C~ ~ Ci cll Qj; /'，-/ー

.........ー /~-ーー/\JVVj / 
、J ・h¥~ノ〆F

図 1 泉源分布図

調 査 地 区 お よ び 泉 質た。なお，これらの比較資料はすべて当所で

行なった分析値である口 ‘方表 1に泉質を示

した。療養泉として分類すると，硫酸塩泉 5

ケ所，単純温泉 3ヶ所，塩化物泉 3ケ所，硫

化水素泉 2ケ所，明ばん泉および炭酸水素塩

泉 1ケ所であった。

調査地区 l泉源|調査年月|経過| 泉
i No. I (昭和) I年数 l 水

2. 調査時期

本調査は昭和56年 4月から 9月の聞に実施

した。

3. 調査項目および分析方法

1) --般化学成分

泉温， 蒸発残留物， pH，陽イオンとして

Na， K， Ca， Mg， Al， Fe， ~会イオンとして

Cl， S04， HC03，溶存ガス成分としてCO2，

H2S。

2) 徴量成分

Mn， Zn， Cu， Cd， Pb， Hg， As， F。

各成分の分析は鉱泉分析法指針に従った

カ~， Zn， Pb， Cd v土 ]IS-K--0102(1974) vこ

準じ MIBK抽出，原子吸光光度法により分

析した。

八 戸 市 I 1 I 47. 11 I 9 I含銅単純温泉

西目犀

むつ 市 l3 I47. 7o  I食塩泉

五所 川原市 I 4 I 43. 12 I 13 I食塩泉

黒 石 市 5 I 46. 3 I 10 I合食塩一石膏泉

大鰐町 6 I 40. 11 I 16 I食塩泉

I A I 7 I 40. 7 I 16 含食塩重曹一芭硝泉

十和田湖町 IB l 8 I 43. 93  I単純硫化水素泉

IC 9 36. 8 20 単純硫化水素泉

岩 木 町 J 1o 43. 1213 I含食塩一土類泉

i A I 11 I 48. 10 I 9 I単純温泉

川内町ト -十ー ト ー
1 B 1 12 1 44. 11 1 12 含石膏-c硝泉

A I 13 I 37. 10 I 19 I含石膏-c硝泉

青森州 B I 14 I 49. 8 I 7 含土類・石膏-c硝泉

C I 15 I 38. 10 I 18 I酸性明ばん泉

- 28-



2. 蒸発残留物(表2-1，2-2参照)
調査結果および考察

1. 泉温(表2-1，2十 2参照)

前調査に比較して泉温が 5'C以上変化していたのは 4

ケ所(No.7， 9， 10， 13)であった。これらはし、ずれも

泉温が下降しており， No.9では26'Cも下降していた。一

方他の泉源でも泉温の下降例が多く認められることは注

目される O また泉質変化した5呆源 (No.1， 6， 10， 13， 

15)では泉温の下降および下降傾向が認められるのが 3

ケ所，上昇紅{向が 1ケ所，現状維持が 1ケ所であり，泉

温の変化は泉質変化を知るうえで重要な指標であると考

えられる。

前調査に比較して蒸発残留物が減少していた泉源7ケ

所 (N凪1，3， 4， 10， 12， 13， 15)であり，他は変化

は認められなかったが，減少例が圧倒的に多いことがわ

かる。泉質変化した 5泉源についてみると 4泉源では

蒸発残留物が減少しており，泉質変化を知るうえでは蒸

発残留物の変化が最も重要である O

3. 主要化学成分の変化

表2-1，表2一一2に主要化学成分の変化を示した。

15泉源中9泉源 (No.1， 3， 4， 6， 7 ， 10， 12， 13， 15) 
に主要成分の変化が認められ，特にNo.3， 15では著しか

った。そこで主要成分が蒸発残留物にどのように影響を

表2-1 主要化学成分の経年変化 mg/l 

車問I-~. ， J阜 iF.:l1蒸一発__; -- 1 _ _ _ 1 _ _ _ __ _ 1 __ _ 1 
NJ、l調査年月l(℃ljLZ??l pH I Na十 IK十 Ca2

+ Mg2十 lCl l S04ヨ IHC向 1 H2S 1 備 考

21Lizil:::;:[;:jlj;:3|叫 ;::lIL12:124制二|
3l;;::i jijlL2421:;;:(:312:::liM27iil;認:7li叫二 i

41V211k;ilul;:?i;(:;:;(ii:::[213:;;:lisfl ii::?(二l
5li::3l 叫 1535168lhM2M40(1円~~~.s.1 ~~.~I i:66il 7:4: 215:61 12.61 223:3j 4:61 i74:s1 775:31 73:21 

7lit;litiliJ211:::liZ4Z424121l i;tilii71214二(

81;::|:::2l;::;;[;::l ji:;1::iimi;::lii:51::;::lii::l ii:?! 

9lik:l:::;lrziE1l::::[引 24叫 zfl;:::7li3454
吋:引 242:;:?lti1iZ4ii:;(iii:1124:242411;;2l二|

2lit引jEHif;:174 2Lj i:;( i:;::l iJ::[ i泣い26l;:;il二[

什::l:ifli:jM;:;1231lz:;!川 ;::;[:::;[;??::li;::;l二 l
山::引 j112:;::!::12i;:[;認:?li;:?l:;:;jli:i27l二 l-liM也
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ij!ldbtiidiillfK114日以内市川(~叩

与えるかを調べる目的で各主要成分と蒸発残留物との相

関関係，回帰方程式を求めた口表 3，図 2に示すように

Na+， K九 Cl は蒸発残留物と高い相関関係が得ら

れ，これらが蒸発残留物の増減に深く関与していること

がうかがわれるO 一方， Ca2九 Mgか， SU42-， HCû~ 

らは蒸発残留物との聞に相関関係が認められず，これら

が蒸発残留物の増減にあまり関与していないことが推察

:t/il 11=3.452.r+0.274 
12 卜 / 二三 0.941 

1/= 15 

10 

n
x
u
 

蒸
発
残
留
物

2~ ・
!.I ・

:1・

十

される。主要成分と蒸発残留物との関連については今後

検数を増やし検討する予定である。

表 3 蒸発残留物と主要化学成分との相関係数

¥¥lNa十IK十[臼2+IMg2+1 Cl一川-1H均一
蒸発 10，94110.82oio.27810.17510.9841 0.0211 0.014 残留物| IV.UL，VIV.L，'UI v..LlcJlv.;:Ju'-tl v，v':'.1.1 

11 =3. 696.l+0. 516 

r =0.984 

1/ = 15 

O円

Na CI 

図2 蒸発残留物と Na+，Clーの関係
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次に泉質の変化した 5泉源の主要成分についてみる 9では Mg2+>Ca2+> Na+十K+から Ca2十> Na+十

と 5泉源中 4泉源がCa2十 ，HC03 の変化にともなう K+> Mg2+に， No.15では Mg2+>Ca2+> Na+十K+か

泉質変化であった。また昨年度実施した調査においても ら Ca~+> Mg2+> N a十 +K+に変化しており， Ca2+の

15泉源中 5泉源に泉質変化が認められたが，そのうち 4 変化が最も著しかった。一方陰イオンでは，ぬ10は Cl-

泉源では Ca2ヘMg2+， HC03 の変化にともなう泉質 型から HC03-型に変化しており，陰イオンでは HC03-

変化であった。このことより推察すると Ca2+， Mg2+， の変化が大きいことが注目される O

HC03ーらは非常に変化しやすく， これらを主成分また 4. 泉質の変化(表 4参照)

は副成分とする泉源は比較的泉質変化する可能性が高い 本調査において15泉源中 5泉源に泉質変化が認められ

のではなかろうか。 た。これら 5泉源についてみると， No. 1は特殊成分のCu

主要成分の変化を調べる目的で陽イオン，陰イオンの が消失したために泉質変化している oNo. 6はCa2+が増加

当量百分率を図 3に示した。陽イオンについてみると比 して副成分になり， No.10は HCOs-が減少して主成分が

HC03 型から Cl-型の泉質に変化している O 一方No.13

はHC03ーが増加したために副成分が増え，No.15ではCa2+

が増加して副成分になり，またガス成分の H2Sが大量に

含まれていたために泉質が著しく変化していた。

Ca' ， 

陽イオン

」∞
n
U
E
l
 

100 

0 80 60 40 

HCO.i 

陰イオン

図 3 主要三成分比による三角座標

表 4 泉質の変化した泉源

泉源ぬ[ 前調査成績 | 本 調 査 成 績

1 含銅単純温泉 |単純温泉

6 食塩泉 |含塩化士類食塩泉

10 I含食塩一土類泉 i含土類一食塩泉

13 i含石膏-'C硝泉 |含土類・石膏-'C硝泉

15 酸性・明ばん泉 i酸性・含石膏 明ばん泉

温泉水中の化学成分が時間的に変化することはよく知

られているの O 即ち降雨，気圧，海水位，地下水位，拐

水状況などの時間的変化が湧水量の変化として表われ，

それが温泉水に地下水や海水などの混合比を変化させる

ことにより溶存成分が変化するのしかし湧出量の変化と

溶存成分との関連は大変複雑でいまだに不明な点が多い

とされている。ただ白然現象による湧出量の変化として

表われる化学成分の変化は -般的に可逆的なことが多

く，これによって温泉の泉質そのものを変化させる例は

少ないのではなかろうか。

一方，温泉の泉質は経年的にも変化する。その大きな

原因は温泉開発にともなう乱掘，過剰揚水らによるもの

が多いとされている O 即ち温泉の乱掘，過剰揚水などに

より地下における流動状況や地ド水との混合比が変化し

て泉質が変わり，このような例は温泉の衰退現象として

全国的に問題になっているD

本成績では15泉源中 5泉源に泉質変化が認められた。

この泉質変化の割合は昨年同様に実施した成績と同じで

ある7)。このことより推察すると県内温泉中泉質変化し

ている泉源が相当数めることが予怨される O これら泉質

変化の原因が白然現象にともなう湧出量の二次的変化に

よるものか，または温泉の開発にともなう人為的なもの
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であるかは今回の成績のみで結論づけることは困難であ

るO しかし泉質が変化している泉源が予想外に多いこ

と，また泉質変化が認められない泉源でも泉温の下降，

蒸発残留物の減少例が多いことは問題ではなかろうか。

今後これらの泉源について定期的に調査する必要があ

る。

一方微量成分である Mn，Zn， As， Fなどを多く含む

泉源があり，温泉水の飲用利用，環境汚染として問題に

なる可能性があり，微量成分については次の機会に報告

したし、。

まとめ

県内15泉源の経年変化について調査し，次の成績を得

7こO

1) 15泉源中 5泉源に泉質変化が認められた。 この

ことより推察すると県内温泉中泉質変化している泉源が

多いことを予測させる。

2) 泉温の下降，蒸発残留物の減少している泉源が

多く認められ，これらの相当数に地下水の混入が推測さ

れる O

3) Na+， KヘCl←と蒸発残留物との聞には高い相

関関係が認められるが， Ca2+， Mg2九 S042-，HC03ー

と蒸発残留物との聞には相関関係は認められなかった。

4) 主要化学成分の変化についてみると，陽イオン

では Ca2九陰イオンでは HC03-の変化が最も大きく，

これらが泉質変化の原因になっている例が多かった。

本調査にあたり種々の御助力をいただいた県白然保護

課，各保健所の皆様に厚く謝意、を表します口
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青森県衛生研究所報 19， 33， 1982 

青森県地方の野鳥におけるインフノレエンザ

ウイノレスの調査(第2報)

阿部卒・ 佐藤允武 石川和子

昨年に続き青森県における野生鳥類よりインフルエン

ザウイルスの分離を試みた結果，次の成績を得たので，

第 2報として報告する。

1981年 9月から11月に亘って，有害鳥獣駆除または狩

猟の目的で射ち落されたカモ 168羽の明頭および総排世

口より 336検体採取し，また白鳥の検体は， 1982年 1月，

白鳥の飛来地に落ちている糞便材料を36検体採取し，分

離用検体としたロ

カモの検体336より 32株の HA陽性因子が分離された

が，白鳥の糞便材料からは HA陽性因子が得られなかっ

た。また採取部位の違いによる分離数は咽頭巾来の材料

より総排世口由来の方が明らかに高い分離数を示した口

(表1)

表 1 カモの種類による分離数

岳主
イ

3
1

カノレガモ

コガモ

ハジロガモ

マガモ

オナガガモ

ヒドリガモ

不 明

白鳥

計
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口
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リ
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中

分母:分離材料数 分子:分離数

パラミクソウイルスおよびインフルエンザウイルスに

対する免疫血清を用い， Hlまたは NI試験で， HA陽性

因子32株の同定を行った結果，パラミクソウイルスで、あ

る NDVが10株， duck/HK/D-3/75 株であることが

明らかとなった。インフルエンザウイルスは HavtlN2 

止l弓I~ 2株， Hav7Nav4 illi型14株， Hav7 Nav5亜型 1株，

Havg N2rtl~型 1 株であることが判明したが，残り 3 株は

現在同定中である表 2)

表 2 分離ウイルスの抗原型による分類

抗原型 | 分離数及びカモの種類

N D V 10 カルガモ (8) 不明 (2)

duck/HK 
コ ガ モ (1)

/D-3/75 

Hav6 N2 2 カルガモ (2)

Hav7 Nav4 14 カノレガモ帥

Hav7 Nav5 カルガモ (1)

Hav!J N2 カルガモ (1)

司ミ 明 3 カルガモ (3)

謝辞

本研究に有益なご助言および多大なるご援助を賜わり

ました国立予防衛生研究所の大谷明先生，根路銘国昭先

生，石田正午先生に深く感謝し、たします。
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青森県衛生研究所報 19， 34， 1982 

青森県におけるオウム病CF抗体保有状況

石川和子 佐藤允武 阿部幸一

はじめに

オウム病は，病原性クラミジアに基因するトリの疾患

であるが，近年のベットブームを反映して，小鳥を愛玩

する人が多くなり，それに伴い，ヒトのオウム病症例も

増加している O また， トリのオウム病汚染は市街地で増

加している O ドパト，イエパトについても認められてい

るO そこで，本県住民におけるオウム病の感染状況を調

べたので報告する O

青森県におけるオウム病CF抗体保有率

対象および方法

1975年に採集した青森市住民の血清 131例と，同じく

1982年の血清 132例を対象に，予研より分与された抗原

と市販抗原を用いて， CF抗体価を測定した

成績

1975年ヒト血清と1982年のヒト血清の抗体保有率は，

それぞれ， 5.33%と16.6%でX2検定により 1%水準で

有意差が認められた。このことは，オウム病抗体保有者

(感染者〉が 1975年に比べ増加していることを示唆す

る。

まとめ

抗体価|

孟 2l(lm年)

孟32
1 (1982年)

抗体価!

<8 

1975年|
124/131 

8 16 二三32

4/131 2/131 1/131 
1. オウム病への感染は， トリとの接触， トリの糞や

カゴのゴミなど気道感染が主であるので， 小鳥販売業

者，ベット愛好家は， トリの取り扱い方に注意すること

が必要である O

(94.6%) (3.05%) (1.52%) (0.76%) 

2. オウム病抗体保有状況を調査し，本県でのクラミ

ジア汚染が予想以上に進んでいることから，今後，野性

のハトおよびヒトについて，広範な疫学調査をする必要

があると思われる。

1982年|
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110/132 14/132 

(83.3%) (10.6%) 

7/132 1/132 

(5.3%) (0.75%) 



青森県衛生研究所報 19， 35--37， 1982 

昭和56年青森県内で多発した食中毒の

細菌検査成績

大 友 良 光 豊川安延 奈良みどり

本県での過去6年間における食中毒発生件数は，表 1

に示したとおり昭和51年から昭和55年までは毎年10件前

後であったが，昭和56年には35件と特に多い発生数であ

っ7こO

表 1 青森県における食中毒発生件数

一一過去6年間一一

年 日IJ 発生件数

昭和 51年 11 

" 52 " 15 

" 53 " 14 

" 54" 11 

" 55 " 9 

" 56" 35 

この35件の病原物質の内訳は表 2に示したように細菌

性によるものが最も多く， なかでも原因菌の 8割以上

(24件中20件)が腸炎ピブリオ(推定事例も含む)によ

るものであった。

表 2 青森県における昭和56年の食中毒の

病原物質別発生件数

病原物質 発生件数

細菌性 24 

j腕ピプリオ〔推定も含tf)

病原性大腸菌(推定も含む)

サルモネラ

カンピロノミクター

植物性自然 毒 3 

動物性 n然、毒 1 

不 明 7 

五十 35 

{ }内は細菌性の内訳を示す。

この食中毒の多発に際し，当所では各保健所で独自に

分離した菌株の同定検査 2件を含め計23件(表 3)の食

中毒原因菌検査を行ったので，その成績を報告する。

表 4に示した検体について常法1)に従い原因菌検索を

行った結果，表 3に示したように事例番号 6，7， 9， 

13を除き，他19事例はすべて病原物質が確定又は推定さ

れた。

この19事例の病原菌の内訳は，腸炎ピブリオ17件，サ

ルモネラ 1件，カンピロパクター 1件であった。病原と

なった腸炎ビブリオの血清型はK57:03が6件と最も

多く，次いでK20 : 011， K 38 : 0 1， K 63 : 0 4が各

2件，そしてK13:04， K29: 0 3が各 1件であり，

これらの血清型のうちK20:011はOとKが不一致の菌

株であった。 上記菌株はし、ずれも神奈川現象陽性の患者

糞便山来菌株であったが，食品と一部の患者及び調理従

事者から分離した菌株は事例番号 2と3のホタテ刺身由

来菌株を除き，神奈川現象はすべて陰性であった。

腸炎ビブリオは海域を生息の場としているので，本菌

による食中毒の場合には原因食品は海産の魚介類にほぼ

限定できると思われる。しかしながら，実際の食中毒に

おいて推定原因食品から患者糞便山来の血清型のものが

検出される例はそれほど多くはなし、。今回の事例でも原

因食品を細菌学的に特定できたのは事例番号 2と3だけ

であった。また，当所では今回の一連の食中毒において

いくつかの事例に関係した食品中に陸奥湾産の魚介類が

含まれていたことを重視し，後日，青森保健所の協力を

得て陸奥湾産のホタテ貝2) と生ウニ3)について腸炎ピブ

リオ検索を行ったが，患者糞便由来の菌株と同ーの血清

型でしかも神奈川現象陽性の菌株はまったく検出されな

かった。このように，原因食品，更には実際に海域で採

取した検体から患者糞便由来菌株と同-のものが検出さ

れにくい理由がどこにあるのか，今後十分な検討を重ね

る必要があると思われる口
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表 3 当所で扱った食 中 毒 事 例

事例|発 生|発生 IfFL-ê- ~lctl~i7iC~1 fiof Rrl k- p I ，I~ ''''' iI!~ ntr 原因|
番号l年月日|場所|摂食者|患者l死者l原因食品 l病原物質|施設| 備 考

1 I三戸郡 l I r I ，， 1 -.-- tln Iサルモネラ
五戸町| 30 i5 I 0 I不 明| 仰 fμld) 飲食庖l当所で菌同定

下北郡 () i ..J- 17 ..:::--.+;rT R.. 腸 炎ビブリオ*ホタテ刺身よ沼会7647料
156， 7.221 大畑町 105118 1 0 Iホ夕刊防| 仰 o: 011) 旅 館l患者便より腸炎ビブリオ
1 K28: 02， K38: 01) 

I 56. 7.23 I下北郡 1108 I 55 ! 下一一|取日子「一 一一大畑町 8 55 ( タテ刺身! (K20: 0u) 1旅 j 同 K 

4 I :1h. ~. ? 1宮城県~() i 1 4 I () I /h sf:l I腸炎ピブリオ |旅 館|排水より腸炎ビマ156. 8. 21 仙台市I30 114i O |イ A !IJ?1J

Y
'-L / j

推) IC浅虫)I
J7IH' d- j IJ?1JY'-L / 

(K53: 04) 

156. 8. 31
東津軽郡 3I 1 1 0 I i;i[ '7 

:c-(fflJ I
腸炎ビブリオキ

1* &el 平内町
3 I 1 I 0|塩ウニ(推 (K38:01) |家 庭|

156. 8. 4 I
青森市 | 寸~~マグロ，ィ I ~ eJj I っj長国 253I 68 I 0 Iクラ(推)I不 明|旅 i 

| 青森市 I 1 t.:A I '11 I (¥!生ウニ，ツブAC:' RR I tt fl';'rl j三?仁一日 164I 3=-L~ ーホβ盟LL壬___~ 1M ---~~ 
8 156. 8. 4 !埼量判 70 120 

I 
0 I
与fJ子3ン

l腸炎ビプ也 lh虫干l骨平手配，り野手LA1り
| i 推)I ¥lj:!::) I \J.x.~) I腸炎ビプリオ (K38: 01) 

I 56. 8. 5 I青森市 0 A 0  1 0.， 1 n 1生ウニ，ツ 1/G s}j [1i{( iW¥[ 9I 568. 5 I 浅虫lωI82 I 0 Iブ(推)l不 明|旅館|

5l
青森市

l
l l 

l l
腸炎ピブリォ 1" .J生ウニ ホ タ テ ニ 明 身 よ

浅虫 71 115 
I 
0 生ウニ(推)IIJo/J::K. L ，/ 

')(推)
1
旅 館， '?号fu;川?主計55

-=-~L~6810 l黒石白羽 47 [11 I 0 I 仕出 t~1 幣長7bZ
ネ

|仕出し匝|

I h.h Q 1(¥ 青森市 r:: c I ').， i n I '"7 r7 
.." 

(+IV'I 
1，腸炎ビプリオキ I{-!~I-H lJ，'E;! 万~~~:~J~~哩I__~~Jペ』三主FiJR七 93J) Ittt叫庖ー

I 56. 8.11 !南津軽郡r::n i ') I (¥ I仕出し陪 I/f~ sjj 1ft: 1::I:l u;i;i 59 I 3 I 0 II-L I-W t.;+JJ:< 不 明|仕出し匝l
一

| 
. U o.l.J.. I田舎館村1 J:J 1 I V I 推〉 IT 'YJ IILI-W vl~1 

出竺二8.13雪』JUU--Ol折詰弁当J号孟でぬ¥性性戸I
一 -

156. 8.13
1
青森田 」 …31 0 1アワビ， Wi=腸炎ピブリオ*川一ヵマボコ，豆腐よりーネラ

l 

久丸J.."i
J

I 

JJ  

i 

V 

I
物 (推)

1 
ëk\~ ~ o~). 

1

11tB Li6
1 

Jéh~;d~i附
弘前市

i 1=f13. JK I ." -{  11 -J-*' I ヒラメ，ホタテの刺身より腸炎
16156 813|東城北 11 I 7 I 0 I仕出し膳|腸炎ビブリオネ |仕出し匝|ビブリオ(それぞれK33:03， 

l l二丁目
I

1 
V 

1
1 L I-W v orr 

I 
(K57: 03) IILI-W vl~1 K34 ~ O4とK28:02) 

1 
56. 8. 14 I~:fi 

airfftl 21 I 9 I 0 I 
{l~ tB 7 ~ I 仕出し匝|41

黒石市 I 21 I 9 I 0 Iイ!上:出し膳|腸炎ビブリ
y沖中i浦甫

L，J.. I :J I V I 推)引I(K5訂7:03の) 

|568リ 津 軽U...l.J 

I 金木

l56 8-つ市
o.Ll 小J11 

戸五日市
-I 56. 9.14 I上北郡 192 I 53 I 0 I tt tB L HN I腸炎ビブリオネ七戸町 192I 53 I 0 |仕出し陪 1113:04〕 [旅 館i当所で菌同定

三三回.1と(:!宣明l~-I-ol 祝膳 (ι烹瓦IJ仁平し一 一一

23!56. 916 I青臨同凶 1391 0 [祝膳(推〉)幣ぶらず l会 館l

*患者糞便由来の神奈川現象陽性菌株 料食品由来の神奈川現象陽性菌株
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表 4 当所で扱った食中毒における検体の種類と数

¥ ¥事例番号 2 ~ 22 
¥ ¥1 ・ 6 5 7 8 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 

検体の ¥¥  3 23 
種類 ¥¥9  

品|

計

食

ふきとり

吐物

患者糞便

調理従事者糞便

排 水

排水泥

菌株

7 

7 8 13 

3 7 

2 12 21 21 11 18 7 

6 9 

Q
U
F
D
 

130 

37 

4 

62 

43 

2 

1 

7 

3 1 

9 1 10 3 2 5 5 3 5 10 6 3 

1 

444  

1 

17 8 6 

3 

286 

文献

1 ) 微生物検査必携:細菌・真菌検査， 第 2版.財

団法人日本公衆衛生協会，東京， 1978. 

2) 大友良光，他:陸奥湾産ホタテ貝における腸炎

ピブリオ.青森県衛生研究所報， 18， 15-16， 1981 

3) 奈良みどり，他:陸奥湾産生ウニにおける腸炎

ビプリオ.青森県衛生研究所報， 19， 40， 1982. 
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19， 38--39， 1982 

ト血液由来の偏性嫌気性菌2株の性状ヒ

青森県衛生研究所報

安延豊川奈良みどり良光大友

で，その成績を報告する O

検体の種類等は表 1のとおりであり，菌の分離・同定

には AnaeroratorFA 6 (平山製作所)及び Plate-in-

bottle法嫌気培養びん(池本理化工業)を用い，光岡1)

増谷2) ら，そして鈴木らのの方法に従って行った。また，

分離菌の薬剤感受性試験は， トリディスク(栄研化学)

と昭和ディスク(昭和薬品化工)を併用し，鈴本らめの

方法に準じて行った。

近年，感染症の変貌は著しく，特にcompromisedhost 

における平素無害菌 (opportunisticpathogen) によ

る感染症が増加している。このような，いわゆる日和見

感染症 (opportunisticinfection)の原因菌の中には，

酸素のあるところでは全く発育できない偏性嫌気性菌も

多く，高度嫌気培養装置を有しない医療機関での細菌検

査はかなり制約を受けるようになってきた。このような

状況の中で，県内の 2医療機関よりカ相スパック法等の通

常の嫌気培養では分離不可能な菌の検査依頼があったの

一一一
院) I 

2 (町立大鰐病院) I昭57.9.20 

類種と日月年付;sr4 
Jζ の体検表 1

名断三九
日ノ'類種の体検受付年月日号

〉名
検体番
(病院

菌血症
BCBシステム(ロシュ)及びカルチャーボトル
5号(栄研)での血液培養液

カルチャーボトル 5号(栄研)での血液培養液

昭57.7. 6 病和(協1 

表 2 検体番号 1から分離した菌の性状

性 状 成績

運動性 ー

ガス産生

インドール産生

硝酸塩還元

牛乳培地の変化

炭水化物分解試験

グルコース

ラクトース

マンノース

フノレグトース

エスクリン加水分解

デンプン加水分解

20%胆汁培地での発育 一

+…陽性， ー・・・陰性

- 38-

十

十

十

十

十

十

その結果，検体番号 1からは表 2に示した性状を持つ

Fusobacterium va1'ium類似のグラム陰性梓菌， そして

検体番号 2からは表 3に示した性状を持つ同じくグラム

陰性の梓菌であるおcteroidesfragilis を分離・同定し

た。両菌の薬剤感受性試験成績は表 4に示すとおりであ

っ7こO



性状

運動性

H2S 産 生

硝酸塩還元

インドール産生

ゲラチン分解

炭水化物分解試験

キシロー ス

リボース

グルコース

マンノー ス

フノレクトース

カ守ラクトース

サッカロース

マルトース

ラクト ー ス

メリビオース

ラフィノース

スターチ

ェスクリン

アラビノース

ラムノース

セロビオース

トレノ、ロース

イヌリン

グリセロール

マンニトール

ソノレビトーノレ

イノシトーノレ

サリシン

デンプン加水分解

エスクリン 加水分解

20%胆汁培地での発育

分離菌の薬剤感受性試験成績

l検体検体
番号 1番号 2

表 4検体番号 2から分離した菌の性状表 3

名

ペニシリン

ストレフトマイシン

カナマイシン

テトラサイクリン

クロラムフェニコーノレ

エリスロマイシン

ロイコマイシン

オレアンドマイシン

コリスチン

スピラマイシン

ジハイドロオキシメチルフラトリジン

ポリミキシンB

ナリディキシックアシド

リンコマイシン

スルファメトキサゾール

トブラマイシン

チカルシリン

ラタモキセス

ゲンタマイシン

アンピシリン

セファロリジン

アミノベンジルペニシリン

品
川
川
甘

十仕

掛

十件

剤薬

十

十

+ 
十

+ 
十

十

+ 
十

十

十

+ 
+ 

績

十

成

-tt十

十片

-…検査せず， 廿…最も強し、感受性

廿…比較的感受性， 一…抵抗性

献

1) 光岡知足:腸内菌の世界

同定一一.叢文社，東京， 1980. 

2 ) 増谷喬之，他:嫌気性菌の検査法.臨床検査，

26， 582-590， 1982. 

3) 鈴木祥一郎，上野一恵監修:臨床嫌気性菌マニ

ュアル.日水製薬株式会社，東京， 1979. 
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嫌気性菌の分離と

文

十

十

十

一・・・陰性十…陽性，



1) 大友良光， 他:陸奥湾産ホタテ貝における腸炎

ビブリオ.青森県衛生研究所報， 18， 15-16， 1981. 

オが分離され，大腸菌群による汚染度合は 7月下旬から

高くなっている O 分離された腸炎ピ、ブリオの神奈川現象

はすべて陰性であったが，血清型についてみると K28

02， K34: 04で、56年に分離されたものと同一であるこ

とは大変興味深く思われるO 本調査の場合，結果的に産

地及び検体数が限られ，広域的に陸奥湾岸の調査ができ

なかったことは残念であったが，本県の腸炎ビブリオ食

中毒予防のために継続的な調査を予定しているO

検査材料は青森保健所の協力により 1982年 6月22日か

ら8月10日の生ウニ漁獲時に採集された。採集地と検体

数及び種類については表 1の通りである。

[腸炎ビブリオ数叫

K28・・ 02(増菌)

K28: 02 

K34: 04 

献

陸奥湾産生ウニにJo"ける腸炎ビプリオ

2 .Ox 10~ 

10 

く10

く10

く10

2.0x 10 

く10

く10

く10

く10

文

安延
t
h
H
U
E
Y
 

H
一五

大腸菌群数 (/g)

1.9 X 102 

1.5 X 102 

2.3x 102 

4.2X 10 

6.1x 10 

O 

9 

5 

O 

1 

良光

.-40-

大友

方法は，生ウニにこれと等量の 2%食塩加リン酸緩衝

食塩水 (pH7.2)を加え，ストマッカーで分散懸濁化し

試料原液とした。この原液 O.lmlず、つを BTBティポー

ル寒天培地2枚に塗布し3TC ・液培養し腸炎ビブリオ数

を測定した。また，原液 10mlを 90mlの食塩加ポリミキ

シンブイヨンで増菌後BTBティポール寒天培地で分離

培養し腸炎ビブリオと思われる集落を TSI，LIM寒

天培地に釣菌した後，腸炎ビブリオと思われる菌につい

て生物化学的性状と血清学的性状を検査し同定した。一

方，デスオキシコール酸ナトリウム培地を用いて大腸菌

群の定量も行った。

結果は表に示すように10検体中 3検体より腸炎ピブリ

昭和56年夏期に多発した食中毒の汚染源ならびに汚染

経路究明の一環として，先に陸奥湾産ホタテ貝の調査げ

を行ったが，今回，同じく陸奥湾産の生ウニについて調

査した。

奈良みどり

協

身

館

身

身

協

身

協

協

身

Bリ体

年
C

き

き

き

き

19， 40， 1982 

持、

漁、

旅

漁

漁

む

検

む

む

む

む

沢

虫

沢

沢

医

地集

田

田

田

" 

I! 

I! 

I! 

青森県衛生研究所報

土

東

東

j長

採

土

東

7.20 

8.10 

7. 6 

1982. 6.22 

検体搬入
調査年月日

表



青森県衛生研究所報 19， 41-42， 1982 

青森県における先天性代謝異常症の

マス・スクリーニングについて(昭和56年度〉

荻野幸男 野呂キョウ 奈良みどり 山本昌三*

はじめに

青森県における先天性代謝異常マス・スグリーニング

は昭和53年 7月より実施してから 4年日になり，県内の

産科医院等医療施設の協力を得て実施しているO ここで

は昭和56年 4月 1日より昭和57年 3月31日まで当所で実

施したスクリーニングの状況とその成績について報告す

るO

方法

1. 検査対象者

青森県内の新生児で保護者等がこの検査を希望するも

のを対象とした。

2. 検査対象となる疾病

フエニーノレケトン尿症，ホモシスチン尿症， メーフ。/レ

シロップ尿症，ヒスチジン血症については，ガスリー法

で行い，ガラクトース血症については，ボイトラ一法で

行った。

検査要項については厚生省の「先天性代謝異常検査実

施要項」に基づき日本公衆衛生協会の指定する方法によ

って実施したっ

検査実施状況および検査結果

56年度の当所に検体を郵送してきた医療機関等は131

施設となり昨年度 (117施設)より若干増加した。

当所で受け付けた検体は表 uこ示すように20，693件で

住所別にみれば表 2のように県内居住者が19，608件，県

外居往者が1，085件であった。県外居住者の大半は里帰

り分娩者である。 56年の出生数と比べると約94%の実施

率となっているO

郵送された検体の中で、不備で、検査で、きなかったものが

134件で全体の0.65%であった。検体不備による再採血

依頼は表 3の示す通りである O

検査により，疑陽性となり再採血を依頼して再検査を

したものは， 153件で項目分類では表4のとおりで全体

の0.74%であった。

そのうち 2回ともに疑陽性なものは，さらに国立武蔵

療養所神経センター診断研究部に検査を依頼しているO

これらの検査で陽性となったものはヒスチジン血症 2例

であった。(表 5)いずれも小児科専門医で診断を受け

経過を観察中であるO

この検査を実施してから 4年経過し，医療施設等では

この検査についての理解も深まってきており，また施設

での出産がほとんどであるが，検体不備等で再採血を依

頼したものについて， 100%回収するのは困難である O

とくに分娩後退院したもののうち，里帰分娩者で連絡先

が不明になることが多い。
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訳

間管内別げん記戸(市Z144-lむつー]吐子T-止L-
| l i i ll94l判判 1州l4l||11  

県外 5.24% 

ー十l
コ一一
nH

20，693 

内JJIj 所し王J
l
 

数

表 2

休

\\\__~14 月 1 5月 I6月 17月 l8月 19月 110月川1月一ιI1月12月[三七合計

件 数 1131 141 614 1 16 1 9 ¥ 1551 21 281 61 6 I 
受理件数 111 1 131 9 1 判 171 81 16 1 2 1 2 1 21 1 8 1 5 I 
内|一時間 l J31 21 1_1 _3_1_1l =-_1 _1 J_i_J 
l?唱守色 131 31 11 11 11 21 21 1 31 21 

訳iPR泣い 101 8 I 3 I 12 I 12 1 6 ¥ 131 3 1 2! 25 I 6 1 4 1 
-T蓋盟主ご _1_1_!__1 :J___11_____12_1__ 八__l__~ 二」十 と

検体不備による再採血依頼表 3

134 
122 

104 

12 
18 

依 頼

頼

忌回二JU1U旦|竺日干ト~~9 J:l~早川日ぺIIJ:l 1 2 J:l 1 出立
ニール)トン尿症 11 1 1 1 31 21 I 31 1 1 

二一プル?Jツプ尿症 I 1 1 1 1 1 I I 1 1 1------r-r-1 
ホモ シ 匁 ン 尿 症 131 1 131 7 I 41 5 1 41 41 1 1 
ヒス JH;s)ン血症 1991 71 13 1 9 1 1719 1 81 31 51 21 31 

円ス血症J__I_I_2_1__1 _31__ I 21¥  
計 1121 11 1し14116 1 24 I 26 1 15 1 7 I 12 I 4 1 3 1 153 

31 
104 

依査十食再表 4

表 5

O I 56. 10. 21 I 県立中央病院小児科 10mg/dl 

l56. 10. 21 I 岩手医大小児科 10mg/dl
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青森県衛生研究所報 19， 43--45， 1982 

青森県における先天性甲状腺機能低下症

(クレチン症)のマス・スクリーニングについて

〈昭和 56年度)

*山本昌三 奈良みどり 荻野幸男

野日キョウ 料矢野喬史 料草野きょ子

青森県では昭35和年 4月 1日より l1'1状腺刺激ホルモン

(TSH)測定によるクレチン症のマス・スクリーニング

を栄研イムノケミカル研究所を委託検査機関として実施

しているO

昭和56年度における検査総数は20，031件であったがそ

の概況は以下のとおりであるO

表 1

クレチン TSH"栄研"(プロテインA法) の操作

手順

標準TSH乾燥炉紙及び

検体(乾燥ろ紙血液)

抗体100μl分注

3mmディスク 2枚

↓250

Cで24時間インキユベーション

標識ホルモン50μl分注

↓25'Cで'24時間インキユベーション

プロテインAlO倍希釈*1 1m 分注

↓25
0

Cで10分間インキュベーション

3，000 rpmで10分間冷却遠心後，上清を吸引し，

沈置をガンマカウンターで 1分間計測。

* 1. プロテインA溶液は 10倍濃度に調整されて

いるため，使用時に精製水で10倍に希釈する O

*県公害課 料栄研イムノケミカル研究所

方 法

この検査は乾燥 3紙血液を用い， RIA法により新生児

の血中 TSH値を測定するものであるが測定法は56年10

月までは前号1)に述べたとおりであるが56年11月からは

プロテインA法に切換えた。測定方法等は表 1，表 2に

示す。

表 2

(1) 測定に用いた試薬

i)昭和56年 4 月 1 日 ~56年10月 31 日

クレチンTSH..栄研"(2抗体法)およびク

レチンT4"栄研" (2抗体法)

日)昭和56年11月 1 日 ~57年 3 月 31 日

クレチン TSH"栄研" (プロテインA法〉

およびクレチンT "栄研"(2抗体法〕

(2) クレチン TSH..栄研" (プロテインA法)の

操作手順表 1に示す通りである。

(3) 判定および報告の方法

〔判定J20μU/ml 陰性

20μU/ml~50μU/ml未満 疑陽性

50μU/ml以上 陽性

再検査基準はTSH測定値がその測定

時の測定分布の上位 3% tail に入った

ものとする。

〔報告〕検査の結果，異常と判定されたものに

ついては至急再提出をさせ，精密検査

依頼をし報告する。

その他の判定結果については，検体到

着後10日以内に郵送により報告する。
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検査の結 果

昭和56年 4月より56年10月までは表 3のとおり従来の

2抗体法で測定され，再採血依頼は97件で検体数12，141

件中0.80%であった。再検査は第 1回の測定で'20μU/ml

以上のものが313件， 15μU/ml以上20μU/ml未満のもの

が， 260例， 15.uU/ml未満のもの104件，その他オフ・カ

ーブ等の理由によるものが， 12件で，再検査率は 5.7%

であった。

これに対して昭和田年11月より57年 3月までのプロテ

インA法による測定においては再採血依頼が55件で，検

体数7，890件の0.70%であった。

表 3 受付検体及び再検査例数

再検査検体の内訳(単位ρU/ml )再採血

昭和5山 月 No. 加~ 1，733 1，432 I 40 I 23 I 15 i 3 I 8 

5月!比 1小 3，585 1，8121 43 361 91 3) 

6月!比 3，586~5，35211，737!56i531314112

7月|比 5，353 ~ 7，279 1， 882 I 50 I 32 i 24 ! 2 i 

8月 No. 7， 280 ~ 9，104 1， 778 I 50 I 30 i 23 I 0 i 7 

9月 1 比 9，105~ 10，蹴 lL763l 41i 4必2I 1口7 !l

附 N比且川9卯9~ 12，6 J，.v. ..LV ，U J J  ..l...J I V 1 

小計 12川 3イ 2川川ベ 97

昭和56年間 ( 比 12，677~山8 1 1叫 41 川 37 i 21 9 

12月 No.14，219 ~ 15，646 1，413 I 12 I 30 i 28 i 1 I 17 

昭和市月 l 比 15，647~山37 1 ， 745 19 I 31 ! 19 I 2 I 11 

2月 No.17，438 ~ 18，981 1，527 : 4 I 19 I 30 1 1 1 

3月 l 比 18，982~ 20，693 ll町 81l411l

小計 7町一川叫 7l55

j 計 l l20川一川叫川 m

また，再検査は，第 1目測定で20μU/ml以上のもの 1件であった。又再採血を依頼した検体で、未着のものが

が47件， 15μU/ml以上 20μU/ml未満のもので 16例 5件あった口

15μU/ml未満のものが 138件，その他オフ・カーブ等の このうちでさらに精密検査を依頼したものは 8件で，

理由によるものが 7件で，再検査率は 3.9%と 2抗体 全検体20，031件中0，04%であった。精密検査を依頼した

法による前半よりも低下しているO 検体については表 4に示した。 8件のうち正常が 2件，

再採血を依頼した 152件のうち，第 1回の測定の枯 一過性高 TSH症 2件，高 TSH血症 1件でクレチン症

果， 20μU/ml以上を示したものは59件， 15μU/ml以上 と診断されたものは 2件，他の 1件は異状性甲状腺(正

20μU/ml未満を示したものが 62件， 3.9ザタイルによる 式診断が行われてなしうとして治療中である O

15μU/ml以下のものが30件，その他(オフ・カープ)が
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名
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氏

O上

小 O

野 O

三 O

によれば昭和55年度の発生頻度はぽ800であった。

また，昭和56年11月よりプロテインA法が実施された

が所要時聞が短縮されたために検体の測定結果が速かに

なる利点があった。

献

青森県衛生研究所報， 18， 39-43， 1981 

文

音五
回口

昭和56年 4月 1日より57年 3月31日までの 1年間に県

内の甲状腺機能低下症(クレチン症)のマス・スクリー

ニングと20，031例の新生児を対象について実施した。

その結果本県において 2例のクレチン症が発見され，

その発生頻度はH0016で、あるが全匡的には厚生省の調べ

- 45-
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青森県の温泉

高橋政教 野村真美

桶田幾代 小林英一

昭和56年 4月から昭和57

年 3月までに当所に依頼さ

れた34件の鉱泉分析の成績

は別表のとおりである O

34件の鉱泉を泉質別に分

類するとナトリウムー塩化

物温泉21ケ所と最も多く，

ついで単純温泉10ケ所，冷

鉱泉 2ケ所，炭酸水素塩温

泉 1ケ所であった。

地域別にみると青森市8

件，弘前市 4件，五所川原

市および岩木町 3件と津軽

地方が圧倒的に多かった。

別 表

源 泉 名 1比 221鶴ケ坂温泉 1 Nムm 類家温泉 ! 

(温 泉 名) I 鶴ケ坂長寿温泉類家温泉

湧 出 地|青森市大字鶴ケ坂字早稲田 l八戸市大字類家宇古川頭29 i 

調 査 年 月 日 56. 4. 2 

泉温(気温).C 45.0 (4) 33.2 (13) 

湧出量~/分 732

掘さく深度 (m) 800 250 

pH値直 8.0 8.0 7.6 

試験室 8.00

密度 (200/40
) 1.0056 0.9982 

蒸発残留物 g/kg I 9.966 0.8925 

旦人ナペ 1mg [ mァ坐一円 mg [m  val 1m val % 

日+十 -1 -1 -! -1 
Na十 3350. I 145.7 1 85.711 ぉ0.0I 10.87 1 77.92 

K + ! 1 875i480  i282l1141O  291208 

NH4+ 0.0 I 0.00 i 0.00 I 0.1 1 0.01 1 0仰

Mg2+ 48.0 I 3.95 I 2.32 i 13.4 i ・10I 7.89 

Ca2十 310.0I 15.47 I 9.10 I 33.0 I 1.65 I 11.83 

A13十 0.0I 0.00 I 0.00 0.2 0.02 0.14 

民1n2+ 1.4 I 0.05 I 0.03 I 0.1! 0.00 I 0.00 

Fe2+Fes+ 0.7 I 0.03 I 0.02 I 0.2 j 0.01 i 0.07 

計 I 3898. 170.0 [ 10o. [ 308.4 I 13.95 [ 100 

陰イオン I mg 1m 叫 1m 川 %1 mg m 川 1m 叫%

F-

Cl-

Br-

OH-

HS-

S042-

HP042-

HC03-

C032-

言十

1.21 0.061 0似 0.3I 0.02 I 0.15 

5805. 163.8 96.34 335.7 9.47 69.12 

128.0 1 2.671 1.571 96.0 1 

0.1! 0.0∞o 1 0.0∞o 1 0.3 i … 3 空引| 2 空引I 1…3泊一4竺f
200| 

0.01 I 

2空(

14.60 

0.07 

16.06 

山 I 170 o [100. 1 566.51 13.70 [ 100 

Jdf型分 1 mg I m val I 一一al

H2SiOs 14.31 0.181 45.1 I 0日

HB02 106.7 I 2.43 i 

C02 一 |-11-l

計

成分総計 g/kg 

(乱泉質 E
10.16 

ナトリウムー塩化物温泉
(純食温泉)

- 47-

単 純温泉
(単純温泉)



源 泉 名! No. 223上十川瓶泉 |比 224西豊田混泉 !比 225鷹の巣温泉

(温 泉 名) I 第 2岩木i同 I (藤崎老人福祉 白) I 鷹の巣温泉)
"?P "-' "1::l /1'll11l]J<-J センタ -?Iii¥.泉J 1 

湧 出 地 l黒石市上十川字北原3-4-2 南津軽郡藤崎町大字藤崎字|中津軽郡西目屋村大字国代
l 西豊田55~3 字鷹の巣84

調査年 月 日 56. 6. 4 ー. 4. 13 

泉温(気温) 'C 1 17.5 (22) 49.0 (14.5) 

湧 出量 s/分 150 414 

掘さく深度 (m) 1220 755 

pH値直 後 8.0 8.2 

試験室 8.15 8.15 

密 度 (200/40
) 1 0.9984 0.9992 

蒸発残留物 g/kg I 0.1487 1.395 

陽イオン I mg I m 川 1m 叫 %1 mg 1m 叫 lm叫 %mg 1 m叫
1
m 叫%

H十 ~i ~I ~I ~I -1 ~i ー|ー|
Na+ 12.5 ! 0.54 1 41.86 1 475.0 I 20.66 1 94.95 1 810.0 1 35.23 I 53.30 I 
k+|O  51O  0110.7812751070132214651119i1801 

NH4+ 0.0 i 0.00 I 0.00 I 0.8 1 0 ω 0 . 1 8  ¥ 0.3 I 0.02 I 0.03 
Mg2+ 4.21 0.34 [ 26.36 

I 
0.5 

i 
0.04 [ 0.181 2.4 ¥ 0.20 I 0 ω 

Ca2+ 8.0 I 0.40 I 31.00 I 6.2 
1 

0.31 I 1.42 i 590.0 I 29.44 I 44.55 
A13十 0.0i 0.00 I 0.00 I 0.0 i 0.00 I 0.00 ! 0.0 i 0.00 ! 

Mn2+ 0.0 I 0.00 I 0.00 I 0.0 I 0.00 I 0.00 I 0.0 i 0.00 I 
Fe2+Fe3十 0.01 0.00 I 0.00 

I 0.21 0.01! 0.05
1 0.2[ 0.01 

I 
0.02 

l
計

l
お 21 1.29 

1 
100. 5102 

I 
21.76 

I 
100|1ω66.091 100 

1f三二Jmg 
I 
m val 

1m 叫 4mg [竺 v山 va叶 mg上竺al 竺竺|

C1 11:::(;:::ド2::::lJ 叫川J川91:lF - 0 .0 I 0 .00 I 0 00 I 1 R I () ()q I 0 41 I 0 h 10m  i 

Bc ~ i ~ I ~ I ~ I ー | ー | ー | ー |

L-1州。円fJoU oh-lul 
HS一~ : - 1 ;，1 - I - 1 - i - I - 1 ~ I 

S042- 2.4 I 0.05 ' 3.62 i 12.0 i 0ぉ i 1 1 5 l l仰 8I 2. 24 I 3 . 37 I 

日P042- 0.2 I 0.00 1 ~ 0.00 I 0.3 1 0.01 1 0.05 I 0.8 ! 0.02 I 0.03 I 

HCOs-16 1O  l O 9911717412258137011697ll l i 

lJ-i¥--" --一二一 -j -1-[ ~I 二二三- Jy -|  76.9 1 1. 38 1 100. 869.3 ¥ 21. 80 1 100. 1 2408. I 66.42 1 1∞ 

一一離 ι分 mg I m val mg I m val 1 

H2Si03 86.3 I 1.11 I 147.6 I 1.89 I 148.2 ¥ 

l Hml381  00911 U  052(ll  

CO2 一 -! -1 ←|  

l F15 1 71 一一 l 三| 三 一 一 l
(一計 1J1 1.2L止 ljh-J?百三1|

成分総計 g/kg 1 0.1922 一一 一口戸戸カ/ル可レ泉 質 ナトリウム一塩イ仏L初温永 | 一塩化物温泉 | 
〔旧泉質名〉弱 食 塩 泉含塩化土類一食塩泉
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No. 226猿賀溢泉 2号泉

(猿賀温泉 2号泉)

南津軽郡尾上町大字猿賀字池の上
45のl

56. 4. 17 

48.0 (14) 

474 

1005 

8.6 

8.73 

0.9987 

0.3910 

No. 227平 沼温泉

(六ケ所村老人福祉センタ一組泉〉

上北郡六ケ所村大字平沼字二階坂
92-7 

56. 5. 1 

46.0 (21) 

80 

1170 

7.0 

6.86 

1.0218 

33.14 

No. 228大浦田泉

(姉戸川温泉)

上北郡上北町大字大浦字中久根98-.3

56. 5. 15 

44.5 (20) 

337 

685 

8.6 

8.94 

0.9988 

0.3119 

mg Im川 1m val % I mg m 叫 1m 凶 % I mg I m 叫 1m 叫形

。JoJJJo;::8i ojjl iioj 比 oJ。;

;;liul;;l r;;;;;lt::l:ilii 
;::l::;;!::::11;:;l;:;;l;:;;l::l::;;l::;; 

102.0 
I 

4.38 
1 

100. 四 O. 572.5 
I 

100. 66.0 2.84 
1 

100 

mg lm  vall m叫%
1 

mg 
I 

m 叫
1
m 叫 % I 

mg 
1 

m 川
1
m 叫 %1

:;; :198055: ム :
0.33 

[7l …!ん mL3ムl ム o-l
-lhJ:;l4::;l;:;!:::l:;;lijjil 

231.61 4.741 100. 2附 576.5
1 

100. 
1 

139.4 [ 2.99 [ 100 
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源 泉 名[比 m 樋ノ口温泉 1肱却炉作温泉 Na. 231大間温泉

(温 泉 名) ! 関苑温泉へなし 岬温泉 1 (海峡保養センター温泉)

湧 出 地|南津軽郡碇ケ関村大字碇ヶ (西津軽郡深浦町大字hl戸作字|下北郡大間町大字大間字内

調 査年月日

泉温(気温) 'c 

湧 出量 s/分
掘さく深度 (m)

直後
pHI直

試験室

密 度 (200/40
)

蒸発残留物 g/kg 

| 関字樋ノ口2ト 1 鍋石76~2 山48~1

56. 5. 14 56. 5. 29 

3いω55.5ω53.5(ω 

[7?;ljlj  

l9021670  1 0.9988 1.0139 1.0108 

O .5410 21.2713.47  

陽 イオン|竺if川 1mval %1 mg m val 1m 川 %1 mg 1m 叫 1mval % 

H+ ~ [ ~ ! ~ I ~ i ~ I 十 l l|

Na+ 168.3 i 7.32 I 98.39 i 6100. 1 265.3 74.38 1 3900. 169.6 1 77.02 

K+ 2.3 I 0.06 I 0.81 I 320.0 1 8.18 I 2.29 i 95.0 I 2.43 I 1.10 

NH4+ 0.11 0.01 1 0.131 2.61 0.141 0.041 3.51 0.191 0.08 

0.11 0.01 i 0.131 595.01 48.96! 

ω0.81  0.041 0.54 i 670.0 1 33.43 i 9.37! 900.0 I 44.91! 20.39 

Al3+ 0.0 I O.OO! 0.00 I 0.5 I 0.06 I 0.01 I 0.3 1 0.03 I 0.01 

Mn 2 + 0 . 0 I o. 00 I 0 . 00 i O. 1 i o. 00 I o. 00 I 1. 4 i 0 . 05 I 0 . 02 

Fe2+Fe3+ 0.11 0.001 0.00 [ 18.81 0.671 0.181 4.21 0.151 0.07 

計 1 171.7 1 7.44 1 100. 1 77肝 1356.700.4939. 1 220.2 100 

[ヰイ*二一-L一目%1 m~m val_Iーm凶日コE証ー
F- 4.3 I 0.23 1 3.08 i 0.3 i 0.16 i 0.04 ! 0.1! 0.01 1 0.00 

Cl- 146.9 i 4.14 I 55.50 111010. 310.6 I 86.531 6557. I 184.9 1 82.66 

T-l 二i 二!二l二|二(二!こl
らH-i O 2l O 01|O  13l 「 l - l ← l - l

~- ~I -1 ~l -1 -1 十 ~I -1 

5042- 15.8 I 0.32 I 4.29 I 1043. i 21.721 6.05 I 1769. I 36.83 I 14.46 

HP042- 0.4 i 0.01 I 0.13 i 0.5! 0.01 I 0.00 1 O.O! 0.00 I 0.00 

HCOs- 125.8 [ 2.051 27.48 i 1617. I 26.50 I 7.38 [ 195.3 [ 1.961 0.88 

C032- 21. 0 ¥ 0.70 1 9.39 ! - i ~ I ~ 1 ~ I --I 

計 1 313.77.461100. 113671. 359.01 10o. 1 8521. 1 223 . 7 I 100 

遊離 成 分 mg m val mg m val 1 mg I m 叫|

H25iOs 136.d 1 1.75 1 山 5I 1. 47 I 1 25. 1 I 0.32 

HB02 8.0 1 0.18 1 ;:ぢ 31 0.76 [ 50.0) 1.14 

CO2 - I - I I 4004. I 90.98 I 48.4 I 1.10 

H25---1~I-1 

計 同 lい 321I 123-.~-JI-
成分総計 g/kg I 0.6302 21.53 

匙泉質去|泣カ品性学純生手|当問屋吉正トリウム|五仏品・カルシウムー
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No. 232小川温泉

(温泉浴場寿湯)

むつ市小川町 2丁目725

56. 6. 5 

27 (7) 

450 

850 

7.6 

7.41 

1.0082 

29.50 

2282. 

0.1 

134.2 

8840. I 513.1 I 

竺人上りど

29.77 

ナトリウム一塩化物強塩温泉
(強食塩 泉 )

比 234北膳前温泉

(東北町老人福祉センター温泉)

上北郡東北町字北膳前32-1

56. 6. 18 

47.0 (3) 

392 

7.8 

735 

7.6 

7.49 

1.0062 

8.07 

1.0015 

11.34 4.392 

4.27 

0.00 

5.62 
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(源 泉 名!比悶下山形温泉

瓶 泉 名) 1 長寿温泉 3号泉)

No. 236向山温泉

1 (下回ニューグリーン温泉〉

1 上北郡下田町字向山3041

比 237立野頭温泉

(立野頭温泉)

i湧 出 地|黒石市大字下山形字村下
1 97-1 

上北郡七戸町字立野頭149

調 査年月日

泉温(気温) C 

湧出量 c/分
掘さく深度 (m)

Hfl二直 後
pHj 
』試験室

密度 (200/40
)

蒸発残留物g/kg 

56. 6. 19 

47.5 (24) 

243 

650 

8.0 

8.26 

0.9989 

0.8612 

56. 7. 9 

46.5 (21) 

474 

1177 

7.3 

7.19 

1.0136 

21.90 

56. 7. 23 

48.0 (23) 

512 

1000 

8.33 

8.63 

0.9980 

0.6631 

陽イオン 1 mg 1m 川 1m 凶 %1 mg m 叫 1m 凶 %1 mg m 叫 1m 凶%

H+|-l 十
-1 -1 -1

十
-l

Na+ 260.3 1 11.32 1 91.37 
I 

7100. 1 308.8 1 85.38 
i 

190.0 
I 

8.26 1 96.83 

K十 15.9i 0.41 i 3.31: 265.0 I 6.78 1 1.87 I 7.5 I 0.19 
I 

2.23 

NH4十

l O 2(O  01(O  ()8(69i O 38(O  1 1 l O  2(0  01|O  12 

Mg2+ 5.8 i 0.48 i 3.87 i 125.0 I 10.29 
I 

2.85 
I 

0.4 i 0.03 
I 

0.35 

Ca2+1 3 O  l O 1511211706O 135231975|O  3i O 011O  12 

AI:H 0.1 I 0.01 I 0.08 i 0.1 I 0.01 i 0 ∞ 0.2 i 0.02 1 0.23 

Mn2 + O. 0 i o. 00 I o. 00 I 2. 4 i 0 . 09 i 0 . 02 I O. 1 i 0.00 i o. 00 

Fe2十Fe3十 iO2l O 01iO  ()8l21|O 08i O 021 O 2 l o  O1i O 12 

計 [285.5I 12.39 1 10O.ω l3617|100lm9|853i  100 

陰イオン mg I m 川 1m 川 %1mg 1m川 lm叫 %1 mg 1m 叫 ln1叫%

F l361O  19!153l O 2lo  O11O  ()O !31l  O 16l185 

CI- 153.9 i 4.34 I 34.97112060. 340.2 i 94.15 I 216.81 6.121 70.92 

Br- - i - 1 

L-I 1JJJ110010的 0.00

H f |-11-i-i - 1 1  

S042- 25.3! 0.53 I 4.27 I 931.6 i 19.40 i 5.37 I 25.4 i 0.53 I 6.14 

HPot-lO  O|O  oo i O 00| O  o l O oo i o oo(351 O仰 0.81

HC03一 |44851735159231105O1172|O  4811068117512028 

C032- 十| 十 |-i-i-i

計 631.3I 12.41 I 
100. 1310. 361.3 

1 
100. 355.6 

1 
8.63 

I 
100 

遊離 成 分
1

mg 
I 
mω1  mg 

1
m 叫 mg

1 
m 川

l

HzSぬ 155.4I 
1. 99 

i 
103.8 

I 
1 . 33 I

出 o
1 

2お
J

HB02 16.2 1 0.37 I 53.4 1 1. 22 1 10.9 
I 

0.25 I 

C02 -1 一 0.9i O.02! - 1 
H2S -

I 
-

1 
-

I - ) ー|-i

計 1九.6 2 . 3 6 1 5 8 .12.57555l-i-53-l  

lli YOr. .YH A ナトリウム一塩化物強塩f
円 1.088 L_____2~竺

質 i単純温泉| 単純温曳
(旧 泉質名)

1 

c単純晶泉)J I
官食塩泉

)l(単純温泉j
i 
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No. 238枇杷野温泉

(公衆浴場野辺地温泉)

上北部野辺地町字枇杷野32-1

No. 239本町温 泉

(百石中央温泉)

上北郡百石町宇明堂筋一37

56. 8. 11 

19.2 (23) 

643 

578 

8.37 

8.23 

0.9983 

56. 7. 28 

34.0 (24) 

237 

700 

8.41 

8.51 

0.9993 

No. 240誼頭温泉

(浪Ij機舎 2号泉〉

南津軽郡大鰐町大字大鰐字誼頭22
122 

56. 7. 29 

61. 5 (33) 

55 

530 

8.22 

8.42 

0.9994 
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源 泉 名 I No. 241常盤野温泉 I No. 242福泉温泉 1 Nふ243青柳温泉

(温 泉 名) I 津軽富士温泉不動 ノ 湯 青 柳 温 泉3号泉〉

湧 出 地| 中津軽郡岩木町大字常盤野|五所川原市大字飯詰字福泉|南津軽郡大鰐町大字大鰐字
字黒森18-2 I 141 湯の川原54-2

調査年月日 56. 8. 18 56. 9. 21 56. 11. 27 

泉温(気温) oC 56. 8. 18 36. 2 (18) 78.0 (7) 

湧出量 s/分 132 100 900 

掘さく深度 (m) 70 ~O 不明

pH値直 後 6.30 7.69 6.78 

試験室 6.46 7.83 7.06 

密度 (200/40
) I 1.0014 1.0024 1.0013 

蒸発残留物 g/kg 2.999 5.597 2.480 

陽イオン mg 1 m val1m 叫%1mg 1 m val 1m凶料 mg m 叫!同m 刊

H十 0.0i 0.00 I 0.00 I -- ! - I --I - I - I 

Na+ 445.0 i 19.36 I 42.45 [ 1990. I 86.56 1 93.99! 690.0! 30.01 I 70.49 

K + 69.6 I 1. 78 1 3.90 1 130.0 I 3.32 1 3.61 1 52.5 1 1. 34 1 3.15 

NH4+ 2.5 i 0.14 I 0.31 I 2.4 I 0.13 I 0.14 I 0.8! 0.04 I 0.09 

Mg2+出 O11267l 2778l1281105l 114182i O 671157 

Ca2+ 230.0! 11.48 1 25.17 j 18.0 1 0.90! 0.98 1 210.0 

A13+ 0.1 1 0.01! 0.02 I 0.2 I 0.02 1 0.02 1 0.1 1 0.01 I 0.02 ! 

恥1n2+ 3.6 1 0.13 1 0.29 1 1.0 I 0.04 1 0.04 I 0.5 1 0.02 1 0.05 1 

Fe2+Fe3+ 1.1 1 0.04 I 0.08 1 2.0 1 0.07 I 0.081 0.3 ! 0.01 1 0.02 I 

計 90591 45.611 100. 1 2m19209l 100. 1 964.21 42.581 100. I 

陰 イオン I mg 1m 叫 1m 叫 %1 mg 1 m val1m 叫何 mg 1mωlm叫%

0.2 I 0.01 i 0.02 I 

979 . 1 I 27 .62 I 59 .55 I 

3…6.38 
0.3 I 0.01 

754.2 I 12.36 

1 2ω1  46.38 1 100. 1 3494. 93.081 100. 11724. 42.971 100 

遊 離 成 分 img 1m川 i mg 1 m 川 1 mg 1m 川|

H2Si03 280.1 I 3.59 I 92.5 I 1.19 I 60.2 ! 0.77 

HB02 28 .5 I 0 . 65 I 29 .8 i 0 .68 I 28 . 1 i 0 . 64 

C02 282.5 I 6.421 4.41 0.10 1 13.21 0.30 

H2S -[ -[ -1 -[ -1 

一 0.63 パ i i01.5 1.7i 

F竺総計 g勾[ 竺37 L 十~7______1_ ぺ88

ltょ;Z三長;42.み主主| ナトリウム一塩化物温泉 i44ぶ品抗議ウムー
(旧泉質名) I塩温泉 (含理一食塩泉rJ 弱会塩泉) L:iW(全li'Jt-金位L

F 

Cl~ 

Br-

日

H

F

仏

I

o

H

S

 HP042-

HC03-

C032-

計

一 54-

内

UハUハ
リ

凡
リハUハυ

1.24 ! 

0.00 1 

7.00 i 

1.33 

0.00 

548.3 

0.0 

7.52 140.6 5.35 

0.33 

67.74 
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比 244杉沢温泉

(赤川温泉)

南津軽郡浪岡町大字杉沢宇井の F
133-1 

56. 12. 10 

40.0 (2) 

281 

1000 

8.65 

9.05 

1.0005 

0.4569 

No. 245朝日山温 泉

(金木温泉)

北津軽郡金木町大字金木字朝日山
208 

56. 12. 11 

34.6 (5) 

117 

1000 

8.0 

8.24 

1.0019 

4.615 

比 246岩舘温泉

(大龍温泉)

南津軽郡平賀町大字岩舘宇山の上
56-1 

57. 1. 22 

62.6 (9) 

220 

850 

7.25 

7.32 

1.0060 

11.02 

l m val下り立王「λ1 1 町江ト-J一戸仁王子三

: 
127.0 I 5.461 100. I 1726. 1 75.351 100. 1 4訓 91.2 1 

1 m val 1 m 川 %1 mg m val 1 m val % 1 mg m val 1m 凶%

2.58 

0.00 

2.60 

mg I m val I 1 mg I m val 

:rjJl里

- 55-

1.35 

0.00 

1.36 



源 泉 名 No.247豊田温泉 l比出 尻内温泉 !比加大葉平温泉

(温 泉 名喜龍温泉はちのへ温泉興祭温泉)

湧 出 地!南津軽郡藤崎町大字藤崎字|八戸市大字尻内町宇島田 1 南津軽郡碇ケ関村大字碇ケ
豊田58-19 17-6 関字大葉平39の6

調査年月日 57. 2. 3 

泉温(気温)oc 43.0 ( 6 ) 

湧出量 s/分 333

掘さく深度 (m) 450 

直 後 8.26
pH{ila 

試験室 8.53

57. 2. 4 

47.8 (0) 

237 

950 

7.20 

密度 (200/40
) 0.9986 1. 0057 

蒸発残留物 g/kg 0.6512 9.669 

57. 2. 8 

51.0 (-2) 

253 

410 

6.5 

陽イオン I mg 1m 凶 1m川料 mg 1m叫 1m川%1 mg 1m 叫 1mval % 

H+ 

N a+ι8引93-l-l-J89-l…i15-1

K + 14.0 I 0.36 I 4.16 I 125.0 I 3.20 i 1. 91 I 242.0 i 6.19 I 2.47 

NH4十 0.2: 0.01 1 0.12 1 9.7 I 0.54 i 0.32 I 1.0! 0.06 1 0.02 

Mg2+ 0.2 I 0.02 I 0.23 ! 53.5 i 4.40 l 2.63 I 196.7 i 16.18! 6.45 

ca2+l2 8 1  O 14l1621M75193615591ωo 1 31.941 12.73 

AI:l+ 0.0 i 0.00 1 0.00 i 0.0 1 0.00 : 0.00 i 0.0 1 0.00 1 0.00 

Mn2十 0.1I 0.00 I 0.00 ! 0.1 i 0.00 i 0.00 i 0.8 I 0.03 I 0.01 

Fぷ+Fe:lト l O 3l O ()1l O 12l67l O μ0.141 20.71 0.741 0.30 

計 l 訓 21 8.661 100. I 3823. I 167.3 1 100. I 5601 . 1 250. 8 1 100 

陰イオン mg m 叫 1m 川 %1 mg 1 m 叫 |m川 %1 mg I m val Im川%

F- 1.5 i 0.081 0.89 i 4.21 0.22 i 0.131 0.51 0.03! 0.01 

Cl- 227.0 1 6.40 1 71.19 j 5370. ! 151. 5 1 90.13! 8140. 1 229.6 1 91. 08 

f-1 二l-l-iJ 「
OH-l  O 010  0010  0()111-||-1  

HS-- - I - 1 一 -1 -1 -1-1  

向ヨ 0.0I 0.00 I 0.00 i 491.0 I 10.22引l 6O9l 凶 9引 2.64引1.0侃5 

HP04♂
q一 0.41 0.011 0.11 i 0.5 I 0.011 0.01 I 0.31 0.011 0.00 

Hm  m i 一 2.50引~I 幻…空 l3幻7ηγ3
C032宮一 | 一 -1 -1 -1 -1 -1 

計 381.61 8.99 I 1 0 0 . ω| 附 1 I 100. 9477. 252.1 I 100 

遊離 成 分 1 mg I m 川 I mg 1 m val I mg 1 m 叫 l

H2SiOB l m 6 l 2 2 7 1 l 3 89lO  5011 胤 2i 1.33 I 
HB02 67.8 I 1.55 1 11.4! 0.26 1 81.0 1 1.85 1 

COz i-1-11528l120  l l3917|890 l 

H 2Sli-l|-l-i||!  

竺二三45.吐三.82l 1O~川円トー竺…\Iι??j-
成分総計 g/kg I 0制 l 10.17 

泉 質[ 単 純 温 泉 l 産主義EEトリウムー !訳山ずトリウムー|
( 旧泉質名単 純温泉=(含ヒト食塩泉〕 | (含鉄一食塩泉

- 56-



No. 250大鰐温泉統合泉 No. 251榊 温 泉 比 252太 田 野 温 泉

(大鰐温泉統合泉) (ときわ会温泉) (太田野温泉)

南原津軽郡大鰐町大字大鰐字湯の川 南津軽郡常盤村大字榊字亀田2-6 上北郡七戸町字太田128-37
54-1 

57. 2. 22 57. 2. 22 57. 2. 23 

71. 2 (4) 52.0 (2) 52.4 (4) 

不明 492 118 

不明 900 1130 

6.90 7.29 8.4 

7.04 7.54 8.38 

1.0002 1.0049 0.9990 

2.463 9.384 0.9074 

mg m 叫 lm 叫%I mg Imval I m val %I mg I m 叫 1m 叫%

川2i 叫3

一
1 i ゴi1r2::

O. 5 I O. 03 I O. 08 I 7. 2 i O. 40 I O. 26 I O. 2 I O. 01 i O. 08 

65l O 53i135l73|O  601O  381O  2l O 021O  15 

ωo  l893 1 2 2 7 3 l m o l 5 991382l  O 3|O  02l O 15 

|;:;;l;:;:l::;l;:;:(;:;;!;:;l;::;i::; 
O 51 O 02[O  05i25l  O 09l O 06|O  O l O oo|O  oo 

889.1 
I 

39.29
1 

100. 制 1 .
I 

156.7 
I 

100. 
I

制 1
I 

13.0000 

mg m 叫 |m凶 %
I 

mg 
I 

m 叫
1

m 叫 %
I

mg 
I 

m 川
1
m叫%

1 161(l  olm3|O位 3批

4jllTllTl2引 3:;[2Tl 三|1Jili4;

m39.51I  100. I 5669. 即 1100. I 5221 I13.80 I 100 

長ィLゐ?結晶長ウムー | ナトリウム塩化物溢泉 l 単 純 温 泉
(含石膏一食塩泉純食塩泉単純温泉)

- 57-



比 253四 ツ 石 温 泉 No. 254小中野温泉 | 

(雲谷温泉栄湯温泉

青森市大字四ツ石字前岳107 八戸市小中野 1丁目46-4

57. 3. 15 57. 3， 18 

45.4 (5.8) 26.0 (12) 

計 91.5I 1.91 I 100. I 1側 25.31I 100 

ー リ戸川 mg ← J_竺 _1I I_~!__~Jm va1 I 

H28i03 20.1 I 0.26 I 19.7 I 0.25 

HB02 2. 6 I 0 . 06 li 1 . 3 I 0 . 03 

CO2 13.2 I 0.30 I 22.0 I 0.50 

H28 -¥ -i -¥ 

計 [35.91 0.624 3 . 0  I 0.78 

成分総計 g/kg I 0.1674 

泉 質| アルカリ性単純温泉 l ナトリウム一一塩化物温泉
(旧泉質名) I 単 純 温 泉 弱食塩泉)

源 泉名

(温泉名)

湧出地

調査年月日

泉温(気温)oC 

湧出量 s/分

掘さく深度 (m)

一直 後
H値

試験室

密度 (200/40
)

蒸発残留物 g/kg 

陽イオ

H+ 

Na+ 
K+ 

NH4+ 
民192+

Ca2+ 

AJ3+ 

陰イ オ ン

F 

Cl-

Br~ 

OH-
H8-

8042 

HP042-

HC03-

C032ー

百19

34.7 

0.1 

134 

1240 

8.6 

8.93 

0.9981 

0.1608 

321 

250 

8.2 

8.06 

0.9992 

1.467 

m val 1m val % mω!  m val% I mg 

1.771 100. 563.41 25.06 I 

mω1m 凶 %I mg I m 叫 1m 叫%

10.94 

0.00 

ハU
円

h
U

A
U
 

11.46 31.41 
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